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副
助
詞
ダ
ニ
に
助
詞
モ
を
後
接
さ
せ
た
「
ダ
ニ
モ
」
と
い
う
表
現
は
、

古
く
は
上
代
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
つ
と
に
富
士
谷
成
章
に
よ

っ
て
、
「
お
ほ
よ
そ
、
〔
だ
に
も
〕
と
よ
む
は
、
た
だ
〔
だ
に
〕
と
言
ふ

に
変
は
ら
ず
」
（
『
あ
ゆ
ひ
抄
新
注
』
：
二
四
四
頁
）
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
「
ダ
ニ
モ
」
と
「
ダ
ニ
」
は
、
ほ
と
ん
ど
同

じ
表
現
と
解
さ
れ
て
き
て
お
り
（
１
）
、
両
者
に
差
異
を
見
出
す
研
究
は

極
め
て
少
な
い
（
２
）
。

（
１
）
ａ

朝
ゐ
で
に
来
鳴
く
か
ほ
鳥
汝
だ
に
も
君
に
恋
ふ
れ
や

汝

谷
文
君
丹
恋
八

時
終
へ
ず
鳴
く

（
万
葉
十
・
一
八
二
三
）

ｂ

言
繁
み
君
は
来
ま
さ
ず
ほ
と
と
ぎ
す
汝
だ
に
来
鳴
け

汝

太
尓
来
鳴

朝
戸
開
か
む

（
万
葉
八
・
一
四
九
九
）

ｃ

…
…

葛
飾
の

真
間
の
手
児
名
が

麻
衣
に

青
衿
着
け

ひ
た
さ
麻
を

裳
に
は
織
り
着
て

髪
だ
に
も

掻
き
は

梳
ら
ず

髪
谷
母

掻
者
不
梳

沓
を
だ
に

は
か
ず
行

け
ど
も

履
乎
谷

不
著
雖
行

錦
綾
の

中
に
包
め
る

斎
ひ
児
も

妹
に
及
か
め
や…

…

（
万
葉
九
・
一
八
〇
七
）

上
代
に
お
け
る
「
ダ
ニ
」
の
意
味
は
、
一
般
に
「
す
べ
て
を
譲
っ
た

最
小
限
の
も
の
や
状
態
を
指
示
し
、
そ
れ
以
外
を
暗
示
す
る
」（
『
時
代

別
』
：
四
三
三
頁
）
こ
と
と
さ
れ
る
。
「
ダ
ニ
モ
」
が
こ
れ
と
似
た
は
た

ら
き
を
担
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
こ
と
は
、
（
１
ａ
・
ｂ
）
や
（
１

ｃ
）
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
最
小
限
望
ま
し
い
事
態

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
よ
り
望
ま
し
い
事
態
を
も
含
意
す
る
用
法
を
、

本
稿
で
は
〈
最
小
限
度
〉
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
「
ダ
ニ
」
の
み
な
ら
ず
、
単
独
の
「
モ
」
に
も
ま
た
、
〈
最
小

限
度
〉
の
用
法
は
確
認
さ
れ
る
。

（
２
）
ａ

家
に
行
き
て
何
を
語
ら
む
あ
し
ひ
き
の
山
ほ
と
と
ぎ
す
一

声
も
鳴
け

一
音
毛
奈
家

（
万
葉
十
九
・
四
二
〇
三
）

ｂ

薦
枕
相
ま
き
し
児
も
あ
ら
ば
こ
そ

児
毛
在
者
社

夜
の
更

く
ら
く
も
我
が
惜
し
み
せ
め

（
万
葉
七
・
一
四
一
四
）

つ
ま
り
、
「
ダ
ニ
モ
」
が
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら
く
と
い
う
理
解
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二

「
ダ
ニ
モ
」
の
〈
詠
嘆
〉
性

二
・
一

「
ダ
ニ
モ
」
を
承
け
る
述
部
の
整
理

「
ダ
ニ
モ
」
の
〈
詠
嘆
〉
性
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
「
ダ

ニ
」
の
性
質
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

（
４
）
ａ

天
の
川
い
向
か
ひ
立
ち
て
恋
し
ら
に
言
だ
に
告
げ
む

事

谷
将
告

妻
問
ふ
ま
で
は

（
万
葉
十
・
二
〇
一
一
）

ｂ

い
つ
し
か
と
待
つ
ら
む
妹
に
玉
梓
の
言
だ
に
告
げ
ず

事

太
尓
不
告

去
に
し
君
か
も

（
万
葉
三
・
四
四
五
）

ｃ

わ
が
御
影
の
鏡
台
に
う
つ
れ
る
が
、
い
と
き
よ
ら
な
る
を

見
た
ま
ひ
て
、
手
づ
か
ら
こ
の
赤
花
を
描
き
つ
け
に
ほ
は

し
て
み
た
ま
ふ
に
、
か
く
よ
き
顔
だ
に
、
さ
て
ま
じ
れ
ら

む
は
見
苦
し
か
る
べ
か
り
け
り

（
源
氏
・
末
摘
花
）

「
ダ
ニ
」
の
基
本
的
な
意
味
は
、
（
４
ａ
）
の
よ
う
な
「
セ
メ
テ…

…

ダ
ケ
デ
モ
」
と
い
う
〈
最
小
限
度
〉
に
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

（
４
ｂ
）
の
よ
う
に
否
定
表
現
と
共
起
す
る
と
、
「…

…

サ
エ
」
と
口

語
訳
さ
れ
、
ま
た
、
中
古
以
降
に
は
、
（
４
ｃ
）
の
よ
う
に
否
定
表
現

と
共
起
せ
ず
に
〈
極
限
〉
と
な
る
例
が
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
展
開
に

対
す
る
説
明
が
近
年
は
争
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
ダ
ニ
」
の
意
味
を

記
述
す
る
際
に
は
、
述
部
の
類
型
と
い
う
観
点
を
以
て
、
用
例
を
整
理

す
る
こ
と
が
多
い
（
４
）
。

述
部
の
類
型
に
よ
る
分
類
と
い
う
手
法
は
、
助
詞
モ
の
研
究
に
お

い
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
（
５
）
、
本
稿
も
こ
の
手
法
に

倣
っ
て
「
ダ
ニ
モ
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
上
代
の
「
ダ
ニ
」
に
つ
い

て
、
「
モ
」
が
後
接
し
な
い
例
と
、
後
接
す
る
例
と
に
分
け
た
の
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
を
承
け
る
述
部
の
類
型
を
整
理
し
た
結
果
を
表
１
に
示
す

（
６
）
（
７
）
。
な
お
、
「
心
を
だ
に
か、
相
思
は
ず、
あ
ら
む、
」（
記
・
六
〇
）
な

ど
、
ひ
と
つ
の
類
型
に
決
め
が
た
い
用
例
に
つ
い
て
は
、
「
疑
問
・
反

語
」
と
「
否
定
」
、
「
意
志
・
推
量
」
の
よ
う
に
複
数
の
類
型
に
そ
れ
ぞ

れ
計
入
し
、
用
例
数
の
合
計
と
は
別
に
、
各
類
型
の
用
例
数
の
合
計
を

別
途
「
計
（
延
べ
）
」
に
示
し
た
。

表
１
よ
り
、
「
ダ
ニ
」
と
「
ダ
ニ
モ
」
と
の
使
い
分
け
は
、
上
代
時

点
で
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
「
ダ

ニ
モ
」
の
意
味
変
化
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

表１ ダニ モ と述部の類型

ダニ ダニモ

希望

ナ ―― 2 
ナモ ―― 1 

モガモ ―― 1 
コソ 7 ―― 
ネ 1 ―― 

命令 命令形 8 2 
禁止 ナ……ソ ―― 1 

意志

推量

ム 16 6 
ラム 1 ―― 
ベシ 2 1 
マシ ―― 2 

否定

ズ 21 7 
ナシ 1 1 
カヌ ―― 1 

疑問

反語

カ モ 3 ―― 
ヤ 4 4 

仮定条件 バ 8 3 
その他 2 4 
用例数 61 31 

計 延べ 74 38 
 

は
、
「
ダ
ニ
」
の
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
と
、
「
モ
」
の
〈
最
小
限

度
〉
の
は
た
ら
き
と
が
重
な
っ
た
結
果
、
ひ
と
つ
の
〈
最
小
限
度
〉
と

し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
ダ
ニ
」
以
外
の
副
助
詞
と
「
モ
」
の
組
み
合
わ

せ
で
は
、
副
助
詞
と
助
詞
モ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
た
ら
き
を
担
う
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
「
ノ
ミ
モ
」
に
は
、
「
ノ
ミ
」
の
〈
限
定
〉
の
は
た

ら
き
と
、
「
モ
」
の
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た
ら
き
と
を
そ
れ
ぞ
れ
看
取

で
き
る
。

（
３
）
ａ

近
く
あ
れ
ば
名
の
み
も
聞
き
て
慰
め
つ

名
耳
毛
聞
而
名

種
目
津

今
夜
ゆ
恋
の
い
や
増
さ
り
な
む

（
万
葉
十
二
・
三
一
三
五
）

ｂ

…
…

葛
飾
の

真
間
の
手
児
名
が

奥
つ
き
を

こ
こ
と

は
聞
け
ど

真
木
の
葉
や

茂
り
た
る
ら
む

松
が
根
や

遠
く
久
し
き

言
の
み
も

名
の
み
も
我
は

忘
ら
ゆ
ま

し
じ

言
耳
毛

名
耳
母
吾
者

不
可
忘

（
万
葉
三
・
四
三
一
）

「
名
の
み
も
聞
き
て
慰
め
つ
」（
３
ａ
）
で
あ
れ
ば
、
「
（
声
ヲ
聞
イ
タ

リ
姿
ヲ
見
タ
リ
ハ
セ
ズ
ト
モ
、
）
噂
だ
け
、
、
を
聞
い
て
気
を
紛
ら
わ
せ
た
」

と
い
う
「
ノ
ミ
」
の
〈
限
定
〉
の
は
た
ら
き
と
、
「
（
声
ヲ
聞
イ
タ
リ
姿

ヲ
見
タ
リ
シ
タ
イ
ガ
、
）
せ
め
て
も
と

、
、
、
、
、
噂
を
聞
い
て
気
を
紛
ら
わ
せ
た
」

と
い
う
望
ま
し
さ
の
最
小
限
を
提
示
す
る
「
モ
」
の
〈
最
小
限
度
〉
の

は
た
ら
き
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
機
能
し
て
い
よ
う
（
３
）
。
こ
の
理
解

は
、
や
や
例
外
的
な
承
接
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
目
の
み
だ
に

、
、
、
、
我
に
見

え
こ
そ
」
（
万
葉
七
・
一
二
一
一
）
と
い
う
、
「
ノ
ミ
＋
ダ
ニ
」
の
承
接

が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
支
持
さ
れ
よ
う
。

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
従
来
「
ダ
ニ
」
に
等
し
い
と
考
え
ら
れ
て

き
た
「
ダ
ニ
モ
」
に
関
し
て
も
、
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」
と
に
分
け
て

別
々
の
は
た
ら
き
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ

る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
述
部
に
希
望
表
現
な
ど

の
類
型
が
現
れ
る
環
境
に
お
い
て
は
、
「
ダ
ニ
」
に
後
接
す
る
「
モ
」

に
〈
詠
嘆
〉
の
は
た
ら
き
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の

環
境
は
あ
く
ま
で
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
上
代
に
お
け
る
「
ダ
ニ
モ
」

の
「
モ
」
の
す
べ
て
に
は
〈
詠
嘆
〉
の
は
た
ら
き
を
見
出
せ
ず
、
「
ダ

ニ
モ
」
全
体
で
〈
最
小
限
度
〉
を
表
す
と
し
か
解
せ
な
い
用
例
も
少
な

く
な
い
。
つ
ま
り
、
「
ダ
ニ
モ
」
に
と
っ
て
上
代
は
、
〈
最
小
限
度
＋
詠

嘆
〉
か
ら
〈
最
小
限
度
〉
へ
の
過
渡
期
に
あ
た
る
と
推
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
「
ダ
ニ
」
に
後
接
す
る
「
モ
」
の
機
能
に
つ
い
て
問
い

直
す
が
、
過
渡
期
で
あ
る
上
代
か
ら
遡
っ
て
観
察
す
る
こ
と
は
叶
わ
な

い
た
め
、
ま
ず
上
代
を
対
象
と
し
て
、
特
定
の
環
境
下
で
は
〈
詠
嘆
〉

性
の
残
滓
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
如
何
に
し
て

〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
か
ら
〈
最
小
限
度
〉
へ
の
変
化
が
生
じ
た
の
か

を
検
討
し
、
中
古
以
降
の
状
況
を
参
照
し
つ
つ
、
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」

と
が
熟
合
し
た
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
。
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梓
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に
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事

太
尓
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（
万
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三
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ｃ

わ
が
御
影
の
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台
に
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が
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よ
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を

見
た
ま
ひ
て
、
手
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の
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に
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じ
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ダ
ニ
」
の
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的
な
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は
、
（
４
ａ
）
の
よ
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な
「
セ
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…

ダ
ケ
デ
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」
と
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限
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に
理
解
さ
れ
る
。
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だ
し
、

（
４
ｂ
）
の
よ
う
に
否
定
表
現
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、
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（
４
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、
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、
各
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の
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を
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。
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、
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。
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反語

カ モ 3 ―― 
ヤ 4 4 

仮定条件 バ 8 3 
その他 2 4 
用例数 61 31 

計 延べ 74 38 
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お
、
「
雲
に
慈
悲
が
あ
っ
て
三
輪
山
を
隠
さ
ぬ
よ
う
に
移
動
す
る
」
事

態
や
、
「
地
理
的
に
隔
た
っ
た
場
所
に
い
る
坂
上
郎
女
が
佐
保
邸
の
青

柳
を
手
折
っ
た
形
で
見
る
」
と
い
う
事
態
は
成
立
し
が
た
い
。
つ
ま
り
、

（
６
ａ
・
ｂ
）
に
見
ら
れ
る
〈
最
小
限
度
〉
の
意
は
、
あ
く
ま
で
「
ダ

ニ
」
の
み
が
担
っ
て
お
り
、
「
モ
」
は
実
現
し
が
た
い
事
態
へ
の
不
満

感
や
欠
如
感
を
表
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

「
ダ
ニ
モ
」
の
意
味
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
上
代
に
お
い
て
も
、
実
現
可

能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
に

は
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
の
は
た
ら
き
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
９
）
。

た
だ
し
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
本
来
的
な
は
た
ら
き
が
〈
最
小
限
度
＋
詠

嘆
〉
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
〈
最
小
限
度
〉
の
み
の
「
ダ
ニ
モ
」
が
使

用
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
（
注
９
参
照
）
、
や
は
り
、

上
代
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
意
味
変
化
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
否
定
文
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」

を
糸
口
と
し
て
、
こ
の
意
味
変
化
の
発
生
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
副
助
詞
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ
に
つ
い
て
確
認

す
る
。 

三

「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」
の
熟
合

三
・
一

副
助
詞
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ

「
ダ
ニ
」
の
ス
コ
ー
プ
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ
に
関
し
て
、
衣
畑
（
二

〇
〇
五
）
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
造
が
提
示
さ
れ
る
（
１
０
）
。

（
７
）
ａ

夢
に
だ
に

見
え

ず

（
衣
畑
（
二
〇
〇
五
）
：
一
六
九
頁
）

ｂ

夢
に
だ
に

見
え

ず

（
衣
畑
（
二
〇
〇
五
）
：
同
頁
）

（
７
ａ
）
が
上
代
に
お
け
る
「
ダ
ニ
」
の
「
述
語
の
表
す
意
味
に

お
い
て
実
現
可
能
性
の
高
い
要
素
を
取
り
立
て
る
」
（
衣
畑
（
二
〇
〇

五
）
：
一
六
六
頁
）
構
造
で
あ
る
。
そ
れ
が
（
７
ｂ
）
の
よ
う
に
再
解
釈

さ
れ
る
こ
と
で
、
〈
極
限
〉
な
ど
と
称
さ
れ
る
、
中
古
以
降
の
「
ダ
ニ
」

の
「
述
語
の
表
す
意
味
に
お
い
て
実
現
可
能
性
の
低
い
要
素
を
取
り
立

て
る
」（
衣
畑
（
二
〇
〇
五
）
：
一
六
九
頁
）
構
造
に
変
化
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
様
の
観
点
は
、
現
代
日
本
語
の
「
マ
デ
」
と
「
サ
エ
」

に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
ａ

親
に
ま
で
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

解
釈
１
：
（
誰
に
も
言
え
な
い
内
容
だ
っ
た
の
で
）
最
も
信
頼

で
き
る
「
親
」
に
も
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

解
釈
２
：
（
あ
ま
り
問
題
を
大
き
く
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
）

信
頼
で
き
る
他
の
人
（
「
友
人
」
等
）
に
は
打
ち

明
け
た
が
、
「
親
」
に
は
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

（
茂
木
（
一
九
九
九
）
：
二
九
頁
、
傍
線
は
原
著
者
に
よ
る
）

ｂ

親
に
さ
え
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

解
釈
１
：
最
も
信
頼
で
き
る
「
親
」
に
も
打
ち
明
け
な
か

 

た
だ
し
、
希
望
表
現
と
命
令
表
現
に
関
し
て
は
、
比
較
的
「
ダ
ニ
」
と

「
ダ
ニ
モ
」
と
の
差
を
看
取
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
希
望
表
現
で
は
、

「
ナ
モ
」
・
「
モ
ガ
モ
」
な
ど
が
「
ダ
ニ
モ
」
と
結
び
つ
き
、
「
コ
ソ
」
・

「
ネ
」
が
「
ダ
ニ
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
命

令
表
現
に
つ
い
て
も
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
二
例
の
う
ち
一
例
に
は
本
文
の

問
題
が
存
し
て
お
り
（
８
）
、
「
ダ
ニ
」
に
偏
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
節
で
は
、
ま
ず
希
望
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」

に
つ
い
て
検
討
し
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
「
モ
」
に
〈
詠
嘆
〉
性
が
看
取
で

き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

二
・
二

希
望
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」

希
望
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
の
は
た
ら
き
は
一
般
に
〈
最
小
限

度
〉
と
さ
れ
て
き
た
が
、
小
池
（
二
〇
二
三
）
に
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、

〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら
く
の
は
実
現
可
能
性
の
高
い
希
望
表
現
と
共

起
す
る
と
き
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事

態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
は
、
〈
詠
嘆
〉
や
〈
感

動
〉
の
用
法
由
来
で
欠
如
感
や
不
満
感
を
表
出
す
る
よ
う
に
は
た
ら
く
。

（
５
）
ａ

玉
津
島
磯
の
浦
廻
の
砂
に
も
に
ほ
ひ
て
行
か
な

真
名
子

仁
文
尓
保
比
弖
去
名

妹
も
触
れ
け
む

（
万
葉
九
・
一
七
九
九
）

ｂ

我
が
命
も
常
に
あ
ら
ぬ
か

吾
命
毛
常
有
奴
可

昔
見
し
象

の
小
川
を
行
き
て
見
む
た
め

（
万
葉
三
・
三
三
二
）

つ
ま
り
、
（
５
ａ
）
は
、
「
（
デ
キ
ル
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
亡
妻
ニ
直
接
触
レ
タ

イ
ガ
、
）
せ
め
て
妻
が
触
れ
た
で
あ
ろ
う
砂
に
触
れ
た
い
」
と
助
詞
モ

が
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら
く
の
に
対
し
て
、
（
５
ｂ
）
の
「
命
が
永

遠
に
あ
る
こ
と
」
は
、
「
象
の
小
川
を
見
る
こ
と
」
に
対
し
て
明
ら
か

に
過
分
な
願
い
で
あ
る
。
後
者
の
助
詞
モ
は
〈
最
小
限
度
〉
と
解
せ
ず
、

実
現
し
が
た
い
望
み
へ
の
〈
詠
嘆
〉
の
表
出
に
は
た
ら
い
て
い
る
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
〈
最
小
限
度
〉
の
用
法
を
持
つ
「
ダ
ニ
」
に
つ
い
て
は
、
そ

も
そ
も
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
に
は
伴
わ
れ

が
た
い
が
、
「
ダ
ニ
モ
」
と
い
う
形
で
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
と
な
る

こ
と
が
あ
る
。

（
６
）
ａ

三
輪
山
を
然
も
隠
す
か
雲
だ
に
も
心
あ
ら
な
も

雲
谷
裳

情
有
南
畝

隠
さ
ふ
べ
し
や

（
万
葉
一
・
一
八
）

ｂ

我
が
背
子
が
見
ら
む
佐
保
道
の
青
柳
を
手
折
り
て
だ
に
も

見
む
よ
し
も
が
も

手
折
而
谷
裳
見
縁
欲
得

（
万
葉
八
・
一
四
三
二
）

（
６
ａ
）
の
例
は
、
「
（
デ
キ
ル
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
慣
レ
親
シ
ン
ダ
三
輪
山

ノ
見
エ
ル
後
飛
鳥
岡
本
宮
カ
ラ
近
江
宮
ヘ
ト
遷
都
ハ
シ
タ
ク
ナ
イ
ガ
、
）
せ
め

て
雲
に
慈
悲
が
あ
っ
て
、
今
背
後
に
見
え
る
三
輪
山
を
隠
さ
な
い
で
ほ

し
い
」
、
（
６
ｂ
）
の
例
も
ま
た
、
「
（
デ
キ
ル
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
直
ニ
見
タ
イ

ガ
、
）
せ
め
て
手
折
り
贈
ら
れ
て
き
た
形
で
も
見
た
い
」
と
解
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
両
者
と
も
に
最
小
限
望
ま
し
い
事
態
を
提
示
す
る
〈
最
小

限
度
〉
の
意
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
譲
歩
し
て
も
な
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お
、
「
雲
に
慈
悲
が
あ
っ
て
三
輪
山
を
隠
さ
ぬ
よ
う
に
移
動
す
る
」
事

態
や
、
「
地
理
的
に
隔
た
っ
た
場
所
に
い
る
坂
上
郎
女
が
佐
保
邸
の
青

柳
を
手
折
っ
た
形
で
見
る
」
と
い
う
事
態
は
成
立
し
が
た
い
。
つ
ま
り
、

（
６
ａ
・
ｂ
）
に
見
ら
れ
る
〈
最
小
限
度
〉
の
意
は
、
あ
く
ま
で
「
ダ

ニ
」
の
み
が
担
っ
て
お
り
、
「
モ
」
は
実
現
し
が
た
い
事
態
へ
の
不
満

感
や
欠
如
感
を
表
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

「
ダ
ニ
モ
」
の
意
味
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
上
代
に
お
い
て
も
、
実
現
可

能
性
の
低
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
に

は
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
の
は
た
ら
き
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
９
）
。

た
だ
し
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
本
来
的
な
は
た
ら
き
が
〈
最
小
限
度
＋
詠

嘆
〉
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
〈
最
小
限
度
〉
の
み
の
「
ダ
ニ
モ
」
が
使

用
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
（
注
９
参
照
）
、
や
は
り
、

上
代
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
意
味
変
化
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
否
定
文
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」

を
糸
口
と
し
て
、
こ
の
意
味
変
化
の
発
生
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
副
助
詞
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ
に
つ
い
て
確
認

す
る
。 

三

「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」
の
熟
合

三
・
一

副
助
詞
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ

「
ダ
ニ
」
の
ス
コ
ー
プ
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ
に
関
し
て
、
衣
畑
（
二

〇
〇
五
）
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
造
が
提
示
さ
れ
る
（
１
０
）
。

（
７
）
ａ

夢
に
だ
に

見
え

ず

（
衣
畑
（
二
〇
〇
五
）
：
一
六
九
頁
）

ｂ

夢
に
だ
に

見
え

ず

（
衣
畑
（
二
〇
〇
五
）
：
同
頁
）

（
７
ａ
）
が
上
代
に
お
け
る
「
ダ
ニ
」
の
「
述
語
の
表
す
意
味
に

お
い
て
実
現
可
能
性
の
高
い
要
素
を
取
り
立
て
る
」
（
衣
畑
（
二
〇
〇

五
）
：
一
六
六
頁
）
構
造
で
あ
る
。
そ
れ
が
（
７
ｂ
）
の
よ
う
に
再
解
釈

さ
れ
る
こ
と
で
、
〈
極
限
〉
な
ど
と
称
さ
れ
る
、
中
古
以
降
の
「
ダ
ニ
」

の
「
述
語
の
表
す
意
味
に
お
い
て
実
現
可
能
性
の
低
い
要
素
を
取
り
立

て
る
」（
衣
畑
（
二
〇
〇
五
）
：
一
六
九
頁
）
構
造
に
変
化
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
様
の
観
点
は
、
現
代
日
本
語
の
「
マ
デ
」
と
「
サ
エ
」

に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
ａ

親
に
ま
で
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

解
釈
１
：
（
誰
に
も
言
え
な
い
内
容
だ
っ
た
の
で
）
最
も
信
頼

で
き
る
「
親
」
に
も
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

解
釈
２
：
（
あ
ま
り
問
題
を
大
き
く
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
）

信
頼
で
き
る
他
の
人
（
「
友
人
」
等
）
に
は
打
ち

明
け
た
が
、
「
親
」
に
は
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

（
茂
木
（
一
九
九
九
）
：
二
九
頁
、
傍
線
は
原
著
者
に
よ
る
）

ｂ

親
に
さ
え
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

解
釈
１
：
最
も
信
頼
で
き
る
「
親
」
に
も
打
ち
明
け
な
か
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と
い
う
構
造
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ダ
ニ
」
が
影
響
を
及
ぼ
す
の

は
否
定
を
除
い
た
部
分
に
限
定
さ
れ
、
「
ダ
ニ
」
の
前
接
部
に
は
、
希

望
表
現
や
命
令
表
現
と
同
様
に
、
実
現
可
能
性
の
高
い
要
素
を
と
る
。

「
夢
に
見
え
る
」
と
い
う
事
態
で
あ
れ
ば
、
「
現
に
逢
う
」
と
い
う
事

態
に
比
し
て
、
実
現
可
能
性
は
高
く
望
ま
し
さ
は
最
小
限
の
事
態
で
あ

る
た
め
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
も
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た

ら
き
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
に
つ
い
て
も
、
基
本

的
に
は
「
ダ
ニ
」
と
同
じ
く
、
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら
く
よ
う
に
見

え
る
。

（

）
ａ

大
君
の

遠
の
朝
廷
と

し
ら
ぬ
ひ

筑
紫
の
国
に

泣

く
子
な
す

慕
ひ
来
ま
し
て

息
だ
に
も

い
ま
だ
休
め

ず

伊
企
陁
尓
母

伊
摩
陁
夜
周
米
受

年
月
も

い
ま

だ
あ
ら
ね
ば

心
ゆ
も

思
は
ぬ
間
に

う
ち
な
び
き

臥
や
し
ぬ
れ…

…

（
万
葉
五
・
七
九
四
）

ｂ

…
…

う
つ
せ
み
と

思
ひ
し
妹
が

玉
か
ぎ
る

ほ
の
か

に
だ
に
も

見
え
な
く
思
へ
ば

髣
髴
谷
裳

不
見
思
者

（
万
葉
二
・
二
一
〇
）

た
だ
し
、
「
ほ
の
か
に
だ
に
も
見
え
な
く
思
へ
ば
」（

ｂ
）
に
つ
い

て
は
、
「
か
す
か
に
見
え
る
」
と
い
う
望
ま
し
さ
の
最
小
限
を
提
示
し

つ
つ
、
そ
の
よ
う
に
譲
歩
し
て
も
な
お
、
「
亡
妻
の
姿
が
見
え
る
」
と

い
う
事
態
は
実
現
し
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る

「
ダ
ニ
モ
」
の
一
部
の
用
例
に
関
し
て
は
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
と

い
う
解
釈
が
成
り
立
ち
う
る
。

と
こ
ろ
で
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
が
提
示
さ
れ
る
際
に
は
、

「
我
が
命
も
常、
に
あ
ら
ぬ
か
」（
５
ｂ
）
や
「
全
夜
、
、
も
落
ち
ず
」（

ａ
）

の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
極
限
的
な
表
現
が
伴
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
環

境
に
お
い
て
、
助
詞
モ
は
〈
詠
嘆
〉
の
用
法
か
ら
、
〈
極
限
〉
の
用
法

へ
と
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
１
１
）
。 

こ
こ
で
注
意
が
要
さ
れ
る
の
は
、
前
節
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
助
詞

モ
と
否
定
表
現
に
は
二
種
の
ス
コ
ー
プ
が
存
す
る
点
で
あ
る
。
（

ａ
・
ｂ
）
を
（

ａ
・
ｂ
）
と
し
て
再
掲
す
る
。

（

）
ａ

全
夜
も

落
ち

ず

ｂ

一
夜
も

落
ち

ず

〈
詠
嘆
〉
の
用
法
か
ら
〈
極
限
〉
の
用
法
へ
と
展
開
し
た
助
詞
モ
は
、

（

ａ
）
の
構
造
を
と
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
助
詞
モ
は
（

ａ
）

と
（

ｂ
）
と
の
両
方
の
構
造
を
と
り
え
た
た
め
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
形

で
は
、
（

ｂ
）
の
構
造
を
と
る
上
代
の
「
ダ
ニ
」
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、

助
詞
モ
が
（

ｂ
）
の
構
造
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
推
さ
れ

る
。
そ
の
結
果
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
か
ら
〈
最
小
限
度
〉
へ
と
い

う
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
・
三

命
令
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」

つ
ぎ
に
、
命
令
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
が
「
モ
」
を
伴
い
が

た
い
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
命
令
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ

 

っ
た
。

解
釈
２
：
＊
信
頼
で
き
る
他
の
人
（
「
友
人
」
等
）
に
は
打

ち
明
け
た
が
、
「
親
」
に
は
打
ち
明
け
な
か
っ
た
。

（
茂
木
（
一
九
九
九
）
：
同
頁
、
傍
線
は
原
著
者
に
よ
る
）

茂
木
（
一
九
九
九
）
は
、
副
助
詞
の
ス
コ
ー
プ
が
否
定
の
ス
コ
ー

プ
よ
り
も
広
い
「
解
釈
１
」
を
「

ス
コ
ー
プ
」
、
対
照
的
に
、

副
助
詞
の
ス
コ
ー
プ
が
否
定
の
ス
コ
ー
プ
よ
り
も
狭
い
「
解
釈
２
」
を

「

ス
コ
ー
プ
」
と
し
て
、
否
定
文
に
お
い
て
「
マ
デ
」
と

「
サ
エ
」
と
を
自
由
に
交
換
で
き
な
い
現
象
に
説
明
を
与
え
た
。

（
８
ａ
）
を
、
衣
畑
（
二
〇
〇
五
）
と
同
様
に
記
述
す
れ
ば
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（
９
）
解
釈
１
：

親
に
ま
で

打
ち
明
け

な
か
っ
た

解
釈
２
：

親
に
ま
で

打
ち
明
け

な
か
っ
た

以
上
の
よ
う
な
、
副
助
詞
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ
の
先
行
論
を
ふ
ま
え

て
、
上
代
の
助
詞
モ
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ
に
立
ち
返
り
た
い
。

（

）
ａ

今
更
に
寝
め
や
我
が
背
子
新
た
夜
の
全
夜
も
落
ち
ず

全

夜
毛
不
落

夢
に
見
え
こ
そ

（
万
葉
十
二
・
三
一
二
〇
）

ｂ

我
が
心
と
も
し
み
思
ふ
新
た
夜
の
一
夜
も
落
ち
ず

一
夜

不
落

夢
に
見
え
こ
そ

（
万
葉
十
二
・
二
八
四
二
）

（

ａ
・
ｂ
）
は
、
「
全
夜
」
と
「
一
夜
」
と
い
う
一
見
す
る
と
対

照
的
な
語
を
承
け
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
「…

…

も
落
ち
ず
」
と
い
う
句

を
以
て
、
結
果
と
し
て
ど
ち
ら
も
「
毎
晩
欠
か
す
こ
と
な
く
」
と
い
う

解
釈
を
導
く
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
現
代
語
の

「
マ
デ
」
と
否
定
表
現
に
二
種
の
ス
コ
ー
プ
が
存
し
て
い
た
の
と
同
様

に
、
上
代
語
の
助
詞
モ
と
否
定
表
現
に
お
い
て
も
、
（

ａ
・
ｂ
）
の

よ
う
な
二
種
の
ス
コ
ー
プ
が
想
定
で
き
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

（

）
ａ

全
夜
も

落
ち

ず

ｂ

一
夜
も

落
ち

ず

次
節
で
は
、
こ
の
事
実
を
用
い
て
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ

モ
」
に
お
け
る
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
か
ら
〈
最
小
限
度
〉
へ
の
変

化
の
発
生
を
推
定
す
る
。

三
・
二

否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
に
お
け

る
意
味
変
化
を
捉
え
て
ゆ
く
。

（

）
ａ

切
目
山
行
き
か
ふ
道
の
朝
霞
ほ
の
か
に
だ
に
や
妹
に
逢
は

ざ
ら
む

髣
髴
谷
八
妹
尓
不
相
牟

（
万
葉
十
二
・
三
〇
三
七
）

ｂ

言
清
く
い
た
く
も
な
言
ひ
そ
一
日
だ
に
君
い
し
な
く
は

一
日
太
尓
君
伊
之
哭
者

堪
へ
難
き
か
も

（
万
葉
四
・
五
三
七
）

ｃ

夢
に
だ
に
見
ざ
り
し
も
の
を

夢
尓
谷
不
見
在
之
物
乎

お

ほ
ほ
し
く
宮
出
も
す
る
か
佐
日
の
隈
廻
を

（
万
葉
二
・
一
七
五
）

ま
ず
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
は
、
衣
畑
（
二
〇
〇
五
）

の
指
摘
す
る
と
お
り
、

夢
に
だ
に

見
え

ず

（
７
ａ
）
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と
い
う
構
造
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ダ
ニ
」
が
影
響
を
及
ぼ
す
の

は
否
定
を
除
い
た
部
分
に
限
定
さ
れ
、
「
ダ
ニ
」
の
前
接
部
に
は
、
希

望
表
現
や
命
令
表
現
と
同
様
に
、
実
現
可
能
性
の
高
い
要
素
を
と
る
。

「
夢
に
見
え
る
」
と
い
う
事
態
で
あ
れ
ば
、
「
現
に
逢
う
」
と
い
う
事

態
に
比
し
て
、
実
現
可
能
性
は
高
く
望
ま
し
さ
は
最
小
限
の
事
態
で
あ

る
た
め
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
も
〈
最
小
限
度
〉
の
は
た

ら
き
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
に
つ
い
て
も
、
基
本

的
に
は
「
ダ
ニ
」
と
同
じ
く
、
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら
く
よ
う
に
見

え
る
。

（

）
ａ

大
君
の

遠
の
朝
廷
と

し
ら
ぬ
ひ

筑
紫
の
国
に

泣

く
子
な
す

慕
ひ
来
ま
し
て

息
だ
に
も

い
ま
だ
休
め

ず

伊
企
陁
尓
母

伊
摩
陁
夜
周
米
受

年
月
も

い
ま

だ
あ
ら
ね
ば

心
ゆ
も

思
は
ぬ
間
に

う
ち
な
び
き

臥
や
し
ぬ
れ…

…

（
万
葉
五
・
七
九
四
）

ｂ

…
…

う
つ
せ
み
と

思
ひ
し
妹
が

玉
か
ぎ
る

ほ
の
か

に
だ
に
も

見
え
な
く
思
へ
ば

髣
髴
谷
裳

不
見
思
者

（
万
葉
二
・
二
一
〇
）

た
だ
し
、
「
ほ
の
か
に
だ
に
も
見
え
な
く
思
へ
ば
」（

ｂ
）
に
つ
い

て
は
、
「
か
す
か
に
見
え
る
」
と
い
う
望
ま
し
さ
の
最
小
限
を
提
示
し

つ
つ
、
そ
の
よ
う
に
譲
歩
し
て
も
な
お
、
「
亡
妻
の
姿
が
見
え
る
」
と

い
う
事
態
は
実
現
し
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
否
定
表
現
と
共
起
す
る

「
ダ
ニ
モ
」
の
一
部
の
用
例
に
関
し
て
は
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
と

い
う
解
釈
が
成
り
立
ち
う
る
。

と
こ
ろ
で
、
実
現
可
能
性
の
低
い
事
態
が
提
示
さ
れ
る
際
に
は
、

「
我
が
命
も
常、
に
あ
ら
ぬ
か
」（
５
ｂ
）
や
「
全
夜
、
、
も
落
ち
ず
」（

ａ
）

の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
極
限
的
な
表
現
が
伴
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
環

境
に
お
い
て
、
助
詞
モ
は
〈
詠
嘆
〉
の
用
法
か
ら
、
〈
極
限
〉
の
用
法

へ
と
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
１
１
）
。 

こ
こ
で
注
意
が
要
さ
れ
る
の
は
、
前
節
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
助
詞

モ
と
否
定
表
現
に
は
二
種
の
ス
コ
ー
プ
が
存
す
る
点
で
あ
る
。
（

ａ
・
ｂ
）
を
（

ａ
・
ｂ
）
と
し
て
再
掲
す
る
。

（

）
ａ

全
夜
も

落
ち

ず

ｂ

一
夜
も

落
ち

ず

〈
詠
嘆
〉
の
用
法
か
ら
〈
極
限
〉
の
用
法
へ
と
展
開
し
た
助
詞
モ
は
、

（

ａ
）
の
構
造
を
と
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
助
詞
モ
は
（

ａ
）

と
（

ｂ
）
と
の
両
方
の
構
造
を
と
り
え
た
た
め
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
形

で
は
、
（

ｂ
）
の
構
造
を
と
る
上
代
の
「
ダ
ニ
」
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、

助
詞
モ
が
（

ｂ
）
の
構
造
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
推
さ
れ

る
。
そ
の
結
果
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
か
ら
〈
最
小
限
度
〉
へ
と
い

う
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
・
三

命
令
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」

つ
ぎ
に
、
命
令
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
が
「
モ
」
を
伴
い
が

た
い
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
命
令
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
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る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

以
上
を
小
括
す
る
。
ま
ず
、
命
令
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
は
、

い
ず
れ
の
例
も
望
ま
し
さ
の
最
低
限
を
示
す
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら

く
。
そ
の
一
方
で
、
「
モ
」
は
〈
最
小
限
度
〉
に
も
、
そ
れ
と
は
反
対

に
望
ま
し
さ
の
高
い
事
態
を
示
す
〈
極
限
〉
に
も
は
た
ら
く
。
〈
極

限
〉
は
〈
詠
嘆
〉
に
通
じ
る
用
法
で
あ
る
た
め
、
命
令
文
内
で
「
ダ
ニ
」

に
「
モ
」
が
後
接
し
た
と
き
に
は
、
無
条
件
に
〈
最
小
限
度
〉
と
は
解

さ
れ
ず
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
と
解
さ
れ
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
述
す
る
意
志
・
推
量
表
現
と
の

共
起
と
は
異
な
り
、
意
味
変
化
を
経
た
の
ち
の
〈
最
小
限
度
〉
の
み
の

は
た
ら
き
を
有
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
の
受
容
に
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。 

三
・
四

意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」

こ
こ
ま
で
に
検
討
し
た
希
望
表
現
と
命
令
表
現
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
の

意
味
変
化
の
過
渡
期
で
あ
る
上
代
に
お
い
て
も
な
お
、
「
ダ
ニ
」
と

「
ダ
ニ
モ
」
と
の
使
い
分
け
を
見
出
し
う
る
類
型
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

は
、
「
ダ
ニ
」
と
「
ダ
ニ
モ
」
に
使
い
分
け
を
見
出
し
が
た
い
類
型
に

つ
い
て
は
、
如
何
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
そ
の
よ

う
な
類
型
の
最
た
る
例
と
し
て
、
意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ

ニ
モ
」
を
取
り
上
げ
る
。 

（

）
ａ

天
の
川
い
向
か
ひ
立
ち
て
恋
し
ら
に
言
だ
に
告
げ
む

事

谷
将
告

妻
問
ふ
ま
で
は

（
万
葉
十
・
二
〇
一
一
）

ｂ

池
の
辺
の
小
槻
が
下
の
篠
な
刈
り
そ
ね
そ
れ
を
だ
に
君
が

形
見
に
見
つ
つ
偲
は
む

其
谷
公
形
見
尓
監
乍
将
偲

（
万
葉
七
・
一
二
七
六
）

（

ａ
・
ｂ
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す

る
「
ダ
ニ
」
も
ま
た
、
ほ
か
の
類
型
と
同
様
に
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た

ら
く
。

上
代
に
お
い
て
意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
に
つ
い
て

も
、
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
１
４
）
、
命

令
表
現
な
ど
と
共
起
す
る
場
合
と
は
異
な
り
、
〈
極
端
〉
の
用
法
は
あ

ま
り
認
め
ら
れ
な
い
。 

（

）
ａ

一
瀬
に
は
千
度
障
ら
ひ
行
く
水
の
後
に
も
逢
は
む

後
毛

将
相

今
に
あ
ら
ず
と
も

（
万
葉
四
・
六
九
九
）

ｂ

忘
れ
草
お
ふ
る
野
辺
と
は
見
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り

の
ち
も
頼
ま
む

（
伊
勢
・
一
〇
〇
段
）

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
後
に
も
逢
は
む
」（

ａ
）
は
、
「
今
も
、

後
も
逢
お
う
」
と
は
解
し
が
た
く
、
「
（
今
ス
グ
ハ
難
シ
イ
ケ
レ
ド
モ
、
）

せ
め
て
後
に
は
逢
お
う
」
と
〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ
る
。
な
お
、
中

古
に
至
る
と
、
（

ｂ
）
の
よ
う
な
文
型
で
あ
っ
て
も
、
「
（
今
モ
オ
忘

レ
ハ
シ
テ
イ
ナ
イ
シ
、
）
今
後
も
お
頼
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
の
よ
う
に
、

〈
最
小
限
度
〉
で
は
な
く
、
〈
並
列
〉
や
〈
含
蓄
〉
に
解
釈
さ
れ
る
。 

意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
が
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら

き
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
、
助
詞
モ
に
前
接
す
る
語
に
着
目
す
る
こ
と

 

ニ
」
の
例
を
示
す
。 

（

）
ａ  

明
日
よ
り
は
恋
ひ
つ
つ
も
行
か
む
今
夜
だ
に
早
く
宵
よ
り

紐
解
け
我
妹

今
夕
弾
速
初
夜
従
緌
解
我
妹

 
 

（
万
葉
十
二
・
三
一
一
九
） 

ｂ

石
上
布
留
の
早
稲
田
を
秀
で
ず
と
も
縄
だ
に
延
へ
よ

縄

谷
延
与

守
り
つ
つ
居
ら
む

（
万
葉
七
・
一
三
五
三
）

ｃ

現
に
は
逢
ふ
よ
し
も
な
し
夢
に
だ
に
間
な
く
見
え
君

夢

谷
間
無
見
君

恋
に
死
ぬ
べ
し

（
万
葉
十
一
・
二
五
四
四
）

（

ａ
）
は
、
「
（
デ
キ
ル
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
旅
ニ
出
ル
明
日
以
降
モ
逢
イ

タ
イ
ガ
、
）
せ
め
て
今
夜
だ
け
で
も
共
寝
し
よ
う
」
と
、
望
ま
し
さ
の

最
小
限
の
事
態
を
提
示
す
る
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら
い
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
の
例
に
つ
い
て
も
、
命
令
表
現
に
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
は
、
い

ず
れ
も
〈
最
小
限
度
〉
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

命
令
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
に
目
を
移
す
と
、
「
ダ
ニ
」
と
同
様

に
、
望
ま
し
さ
の
最
低
限
を
提
示
す
る
〈
最
小
限
度
〉
の
例
が
認
め
ら

れ
る
。 

（

）
ａ

家
に
行
き
て
何
を
語
ら
む
あ
し
ひ
き
の
山
ほ
と
と
ぎ
す
一

声
も
鳴
け

一
音
毛
奈
家

（
万
葉
十
九
・
四
二
〇
三
）

ｂ

風
吹
き
て
川
波
立
ち
ぬ
引
き
舟
に
渡
り
も
来
ま
せ

引
船

丹
度
裳
来

夜
の
更
け
ぬ
間
に

（
万
葉
十
・
二
〇
五
四
）

（

ａ
）
は
（
２
ａ
）
の
再
掲
で
あ
る
。
ま
た
、
（

ｂ
）
に
も
、

「
（
漕
ギ
舟
ハ
難
シ
ク
テ
モ
）
せ
め
て
人
が
綱
で
引
く
舟
で
渡
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
、
望
ま
し
さ
は
低
く
と
も
実
現
可
能
性
の
高
い
事
態
を

提
示
す
る
は
た
ら
き
が
看
取
さ
れ
る
（
１
２
）
。

た
だ
し
、
命
令
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
に
は
、
〈
最
小
限
度
〉
と

は
対
照
的
に
、
望
ま
し
さ
の
高
い
事
態
を
提
示
す
る
〈
極
限
〉
の
例
も

散
見
さ
れ
る
（
１
３
）
。 

（

）
ａ

…
…

何
時
は
し
も

恋
ひ
ぬ
時
と
は

あ
ら
ね
ど
も

こ

の
九
月
を

我
が
背
子
が

偲
ひ
に
せ
よ
と

千
代
に
も

偲
ひ
渡
れ
と

千
世
尓
物

偲
渡
登

万
代
に

語
り
継

が
へ
と

始
め
て
し

こ
の
九
月
の

過
ぎ
ま
く
を

い

た
も
す
べ
な
み…

…

（
万
葉
十
三
・
三
三
二
九
）

ｂ

川
の
上
の
い
つ
藻
の
花
の
い
つ
も
い
つ
も
来
ま
せ
我
が
背

子

何
時
〻
〻
来
益
我
背
子

時
じ
け
め
や
も

（
万
葉
四
・
四
九
一
）

ｃ

春
山
の
友
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
別
れ
帰
り
ま
す
間
も
思
ほ
せ

我
を

眷
益
間
思
御
吾

（
万
葉
十
・
一
八
九
〇
）

ｄ

天
地
の
神
も
助
け
よ

天
地
之
神
毛
助
与

草
枕
旅
行
く
君

が
家
に
至
る
ま
で

（
万
葉
四
・
五
四
九
）

（

ａ
・
ｂ
）
が
最
低
限
望
ま
し
い
事
態
を
提
示
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
「
千
代
に
も
偲
ひ
渡
れ
」（

ａ
）
や
「
い
つ
も
い
つ
も
来
ま

せ
」（

ｂ
）
な
ど
は
、
望
ま
し
さ
の
か
な
り
高
い
事
態
を
提
示
し
て
、

そ
れ
よ
り
も
低
い
事
態
を
含
意
す
る
〈
極
限
〉
の
用
法
と
解
さ
れ
る
。

な
お
、
「
天
地
の
神
も
助
け
よ
」（

ｄ
）
と
も
な
る
と
、
望
ま
し
さ
の

尺
度
な
ど
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ
ず
、
〈
極
限
〉
と
い
う
よ
り
は
、
実

現
さ
れ
が
た
い
事
態
へ
の
嘆
き
の
表
出
と
い
う
〈
詠
嘆
〉
に
与
っ
て
い
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る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

以
上
を
小
括
す
る
。
ま
ず
、
命
令
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
は
、

い
ず
れ
の
例
も
望
ま
し
さ
の
最
低
限
を
示
す
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら

く
。
そ
の
一
方
で
、
「
モ
」
は
〈
最
小
限
度
〉
に
も
、
そ
れ
と
は
反
対

に
望
ま
し
さ
の
高
い
事
態
を
示
す
〈
極
限
〉
に
も
は
た
ら
く
。
〈
極

限
〉
は
〈
詠
嘆
〉
に
通
じ
る
用
法
で
あ
る
た
め
、
命
令
文
内
で
「
ダ
ニ
」

に
「
モ
」
が
後
接
し
た
と
き
に
は
、
無
条
件
に
〈
最
小
限
度
〉
と
は
解

さ
れ
ず
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
と
解
さ
れ
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
述
す
る
意
志
・
推
量
表
現
と
の

共
起
と
は
異
な
り
、
意
味
変
化
を
経
た
の
ち
の
〈
最
小
限
度
〉
の
み
の

は
た
ら
き
を
有
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
の
受
容
に
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。 

三
・
四

意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」

こ
こ
ま
で
に
検
討
し
た
希
望
表
現
と
命
令
表
現
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
の

意
味
変
化
の
過
渡
期
で
あ
る
上
代
に
お
い
て
も
な
お
、
「
ダ
ニ
」
と

「
ダ
ニ
モ
」
と
の
使
い
分
け
を
見
出
し
う
る
類
型
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

は
、
「
ダ
ニ
」
と
「
ダ
ニ
モ
」
に
使
い
分
け
を
見
出
し
が
た
い
類
型
に

つ
い
て
は
、
如
何
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
そ
の
よ

う
な
類
型
の
最
た
る
例
と
し
て
、
意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ

ニ
モ
」
を
取
り
上
げ
る
。 

（

）
ａ

天
の
川
い
向
か
ひ
立
ち
て
恋
し
ら
に
言
だ
に
告
げ
む

事

谷
将
告

妻
問
ふ
ま
で
は

（
万
葉
十
・
二
〇
一
一
）

ｂ

池
の
辺
の
小
槻
が
下
の
篠
な
刈
り
そ
ね
そ
れ
を
だ
に
君
が

形
見
に
見
つ
つ
偲
は
む

其
谷
公
形
見
尓
監
乍
将
偲

（
万
葉
七
・
一
二
七
六
）

（

ａ
・
ｂ
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す

る
「
ダ
ニ
」
も
ま
た
、
ほ
か
の
類
型
と
同
様
に
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た

ら
く
。

上
代
に
お
い
て
意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
に
つ
い
て

も
、
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
１
４
）
、
命

令
表
現
な
ど
と
共
起
す
る
場
合
と
は
異
な
り
、
〈
極
端
〉
の
用
法
は
あ

ま
り
認
め
ら
れ
な
い
。 

（

）
ａ

一
瀬
に
は
千
度
障
ら
ひ
行
く
水
の
後
に
も
逢
は
む

後
毛

将
相

今
に
あ
ら
ず
と
も

（
万
葉
四
・
六
九
九
）

ｂ

忘
れ
草
お
ふ
る
野
辺
と
は
見
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り

の
ち
も
頼
ま
む

（
伊
勢
・
一
〇
〇
段
）

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
後
に
も
逢
は
む
」（

ａ
）
は
、
「
今
も
、

後
も
逢
お
う
」
と
は
解
し
が
た
く
、
「
（
今
ス
グ
ハ
難
シ
イ
ケ
レ
ド
モ
、
）

せ
め
て
後
に
は
逢
お
う
」
と
〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ
る
。
な
お
、
中

古
に
至
る
と
、
（

ｂ
）
の
よ
う
な
文
型
で
あ
っ
て
も
、
「
（
今
モ
オ
忘

レ
ハ
シ
テ
イ
ナ
イ
シ
、
）
今
後
も
お
頼
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
の
よ
う
に
、

〈
最
小
限
度
〉
で
は
な
く
、
〈
並
列
〉
や
〈
含
蓄
〉
に
解
釈
さ
れ
る
。 

意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
が
〈
最
小
限
度
〉
に
は
た
ら

き
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
、
助
詞
モ
に
前
接
す
る
語
に
着
目
す
る
こ
と
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め
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
上
代
に
お
け
る
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
の
用
例
数
に
着

目
す
る
と
、
「
ダ
ニ
モ
」
に
つ
い
で
用
例
数
の
多
い
「
ノ
ミ
ヤ
」
で
あ

っ
て
も
、
「
ノ
ミ
」
二
一
七
例
に
対
し
て
、
「
ノ
ミ
ヤ
」
は
二
二
例
に
過

ぎ
ず
、
全
体
の
一
割
を
占
め
る
ほ
ど
の
用
例
数
に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
「
副
助
詞
＋
モ
」
と
い
う
括
り
を
、
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
と
い

う
括
り
に
拡
張
し
て
も
な
お
、
「
ダ
ニ
」
の
用
例
に
占
め
る
「
ダ
ニ
モ
」

と
い
う
形
の
割
合
の
大
き
さ
は
突
出
し
て
お
り
、
上
代
時
点
に
お
け
る

こ
の
二
語
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

な
お
、
そ
の
よ
う
な
熟
合
の
進
展
は
、
中
古
以
降
に
「
ダ
ニ
＋
モ
」

が
「
ダ
モ
（
ダ
ン
モ
）
」
と
い
う
形
で
現
れ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（

）
ａ

阿
育
王
の
言
（
は
）
ク
、
是
（
れ
）
真
〈
（
ま
）
こ
と
〉

の

少
欲
な
り
。
乃
至
一
銭
ダ
モ
受
（
け
）
不
〈
ず
〉

と
い

（
ひ
）
き

阿
育
王
言
是
真
少
欲
乃
至
不
受
一
銭

（
法
華
義
疏
長
保
四
年
点
）

ｂ

夢
に
だ
も
あ
ふ
と
み
る
こ
そ
う
れ
し
け
れ
の
こ
り
の
頼
す

く
な
け
れ
ど
も

（
和
泉
式
部
集
・
五
二
七
）

ｃ

迷
へ
る
時
は
、
目
を
ひ
さ
ぎ
て
、
我
が
身
を
だ
も
み
ず
、

悟
れ
る
時
に
は
、
眼
を
開
き
て
、
人
の
体
を
み
る
。

（
海
道
記
）

以
上
の
よ
う
に
、
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
と
い
う
承
接
の
な
か
で
、

「
ダ
ニ
モ
」
の
み
に
顕
著
な
結
び
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て

は
、
ふ
た
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
が

〈
最
小
限
度
〉
を
表
す
よ
う
に
意
味
を
変
化
さ
せ
た
こ
と
で
あ
り
、
も

う
ひ
と
つ
は
、
和
歌
と
い
う
音
節
数
の
制
約
さ
れ
る
環
境
下
で
使
用
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
も
そ
も
、
「
ダ
ニ
モ
」

が
熟
合
す
る
以
前
の
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
と
い
う
は
た
ら
き
が
許
容

さ
れ
る
環
境
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
希
望
文
に

お
い
て
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
の
「
ダ
ニ
モ
」
の
使
用
が
許
容
さ
れ

る
に
は
、
実
現
不
可
能
に
近
い
事
態
で
あ
り
つ
つ
も
、
そ
れ
よ
り
実
現

し
や
す
い
事
態
を
提
示
す
る
と
い
う
構
造
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
構
造

は
、
「
雲
だ
に
も
心
あ
ら
な
も
」（
６
ａ
）
の
よ
う
に
想
定
不
可
能
で
は

な
い
も
の
の
、
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
同
様
に
し
て
、

「
ノ
ミ
モ
」
や
「
ノ
ミ
ヤ
」
な
ど
も
、
ふ
た
つ
の
は
た
ら
き
が
同
時
に

成
立
す
る
と
い
う
環
境
は
少
な
く
、
そ
れ
故
に
用
例
数
も
少
量
に
留
ま

る
も
の
と
推
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
代
の
「
ダ
ニ
モ
」
は
、

〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
か
ら
〈
最
小
限
度
〉
へ
と
意
味
を
変
化
さ
せ
つ

つ
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
意
味
変
化
を
経
た
「
ダ
ニ
モ
」
は
、
「
ダ
ニ
」

と
同
じ
環
境
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
複
雑
な
使

用
条
件
を
有
す
る
ほ
か
の
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
に
比
し
て
、
使
用
条

件
の
緩
や
か
な
「
ダ
ニ
モ
」
の
用
例
数
が
増
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
後
者
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
「
ダ
ニ
モ
」
と
「
ダ

ニ
」
が
と
も
に
〈
最
小
限
度
〉
と
し
て
等
し
く
は
た
ら
く
の
で
あ
れ
ば
、

和
歌
に
お
い
て
音
節
数
が
不
足
し
た
場
合
に
、
「
ダ
ニ
」
を
「
ダ
ニ
モ
」  

に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
代
に
お
い
て
は
、
極
小
の
程
度

を
表
す
副
詞
と
極
大
の
程
度
を
表
す
副
詞
と
が
い
ず
れ
も
助
詞
モ
に
前

接
す
る
が
（
１
５
）
、
助
詞
モ
が
意
志
・
推
量
文
中
に
用
い
ら
れ
る
場
合

は
、
も
っ
ぱ
ら
極
小
の
程
度
を
表
す
副
詞
を
伴
う
（
１
６
）
。 

（

）
ａ

秋
風
の
寒
き
こ
の
こ
ろ
下
に
着
む
妹
が
形
見
と
か
つ
も
偲

は
む

可
都
毛
思
努
播
武

（
万
葉
八
・
一
六
二
六
）

ｂ

常
か
く
し
恋
ふ
れ
ば
苦
し
し
ま
し
く
も
心
休
め
む

蹔
毛

心
安
目
六

事
計
り
せ
よ

（
万
葉
十
二
・
二
九
〇
八
）

ｃ

人
こ
そ
ば
凡
に
も
言
は
め

意
保
尓
毛
言
目

我
が
こ
こ
だ

し
の
ふ
川
原
を
標
結
ふ
な
ゆ
め

（
万
葉
七
・
一
二
五
二
）

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
意
志
・
推
量
表
現
と
共
起
す
る
助
詞
モ
は
、

〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ
や
す
い
た
め
、
「
ダ
ニ
」
に
後
接
し
て
「
ダ

ニ
モ
」
の
形
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
と
解
さ
れ

が
た
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
る
と
、
意
志
・
推
量
文
は

「
ダ
ニ
モ
」
が
〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ
や
す
い
環
境
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
過
渡
期
で
あ
る
上
代
に
お
い
て
、
比
較
的
早

く
〈
最
小
限
度
〉
の
「
ダ
ニ
モ
」
が
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
・
五

「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」
の
熟
合
の
背
景

最
後
に
、
「
ダ
ニ
モ
」
と
い
う
形
が
、
ほ
か
の
「
副
助
詞
＋
モ
」
や

「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
に
比
し
て
、
極
め
て
強
く
熟
合
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

上
代
に
お
い
て
は
、
約
四
割
の
「
ダ
ニ
」
が
「
モ
」
を
伴
う
の
に

対
し
て
、
つ
ぎ
に
「
モ
」
を
後
接
さ
せ
や
す
い
「
ノ
ミ
」
で
す
ら
、
二

一
七
例
中
「
モ
」
を
後
接
さ
せ
る
用
例
は
九
例
に
留
ま
る
（
１
７
）
。
ま

た
、
副
助
詞
に
後
接
す
る
助
詞
は
「
モ
」
だ
け
で
は
な
い
。
一
例
を
挙

げ
る
と
、
「
ノ
ミ
＋
係
助
詞
」
で
あ
れ
ば
、
「
ノ
ミ
モ
」
の
ほ
か
に
、
つ

ぎ
の
五
通
り
が
確
認
で
き
る
。

（

）
ａ

住
吉
の
粉
浜
の
し
じ
み
開
け
も
見
ず
隠
り
て
の
み
や

隠

耳
哉

恋
ひ
渡
り
な
む

（
万
葉
六
・
九
九
七
）

ｂ

い
づ
く
に
は
鳴
き
も
し
に
け
む
ほ
と
と
ぎ
す
我
家
の
里
に

今
日
の
み
そ
鳴
く

今
日
耳
曾
鳴

（
万
葉
八
・
一
四
八
八
）

ｃ

直
に
逢
ひ
て
見
て
ば
の
み
こ
そ

見
而
者
耳
社

た
ま
き
は

る
命
に
向
か
ふ
我
が
恋
止
ま
め

（
万
葉
四
・
六
七
八
）

ｄ

世
の
中
は
常
か
く
の
み
か

常
如
是
耳
加

結
び
て
し
白
玉

の
緒
の
絶
ゆ
ら
く
思
へ
ば

（
万
葉
七
・
一
三
二
一
）

ｅ

…
…

こ
の
山
を

う
し
は
く
神
の

昔
よ
り

禁
め
ぬ
行

事
ぞ

今
日
の
み
は

今
日
耳
者

め
ぐ
し
も
な
見
そ

事
も
咎
む
な

（
万
葉
九
・
一
七
五
九
）

冒
頭
に
、
「
ノ
ミ
モ
」
に
は
「
ノ
ミ
」
の
〈
限
定
〉
と
「
モ
」
の

〈
最
小
限
度
〉
と
の
両
方
の
は
た
ら
き
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
が
、

こ
れ
は
ほ
か
の
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
の
承
接
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
「
隠
り
て
の
み
や
」
（

ａ
）
で
あ
れ
ば
、
「
恋
心
を
包
み
隠
し
た

ま
ま
で
い
る
」
と
い
う
〈
限
定
〉
の
は
た
ら
き
と
、
「…

…

ヤ…
…

ム
」

の
い
わ
ゆ
る
「
不
望
予
想
（
１
８
）
」
の
は
た
ら
き
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
認
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め
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
上
代
に
お
け
る
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
の
用
例
数
に
着

目
す
る
と
、
「
ダ
ニ
モ
」
に
つ
い
で
用
例
数
の
多
い
「
ノ
ミ
ヤ
」
で
あ

っ
て
も
、
「
ノ
ミ
」
二
一
七
例
に
対
し
て
、
「
ノ
ミ
ヤ
」
は
二
二
例
に
過

ぎ
ず
、
全
体
の
一
割
を
占
め
る
ほ
ど
の
用
例
数
に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
「
副
助
詞
＋
モ
」
と
い
う
括
り
を
、
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
と
い

う
括
り
に
拡
張
し
て
も
な
お
、
「
ダ
ニ
」
の
用
例
に
占
め
る
「
ダ
ニ
モ
」

と
い
う
形
の
割
合
の
大
き
さ
は
突
出
し
て
お
り
、
上
代
時
点
に
お
け
る

こ
の
二
語
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

な
お
、
そ
の
よ
う
な
熟
合
の
進
展
は
、
中
古
以
降
に
「
ダ
ニ
＋
モ
」

が
「
ダ
モ
（
ダ
ン
モ
）
」
と
い
う
形
で
現
れ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（

）
ａ

阿
育
王
の
言
（
は
）
ク
、
是
（
れ
）
真
〈
（
ま
）
こ
と
〉

の

少
欲
な
り
。
乃
至
一
銭
ダ
モ
受
（
け
）
不
〈
ず
〉

と
い

（
ひ
）
き

阿
育
王
言
是
真
少
欲
乃
至
不
受
一
銭

（
法
華
義
疏
長
保
四
年
点
）

ｂ

夢
に
だ
も
あ
ふ
と
み
る
こ
そ
う
れ
し
け
れ
の
こ
り
の
頼
す

く
な
け
れ
ど
も

（
和
泉
式
部
集
・
五
二
七
）

ｃ

迷
へ
る
時
は
、
目
を
ひ
さ
ぎ
て
、
我
が
身
を
だ
も
み
ず
、

悟
れ
る
時
に
は
、
眼
を
開
き
て
、
人
の
体
を
み
る
。

（
海
道
記
）

以
上
の
よ
う
に
、
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
と
い
う
承
接
の
な
か
で
、

「
ダ
ニ
モ
」
の
み
に
顕
著
な
結
び
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て

は
、
ふ
た
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
が

〈
最
小
限
度
〉
を
表
す
よ
う
に
意
味
を
変
化
さ
せ
た
こ
と
で
あ
り
、
も

う
ひ
と
つ
は
、
和
歌
と
い
う
音
節
数
の
制
約
さ
れ
る
環
境
下
で
使
用
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
も
そ
も
、
「
ダ
ニ
モ
」

が
熟
合
す
る
以
前
の
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
と
い
う
は
た
ら
き
が
許
容

さ
れ
る
環
境
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
希
望
文
に

お
い
て
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
の
「
ダ
ニ
モ
」
の
使
用
が
許
容
さ
れ

る
に
は
、
実
現
不
可
能
に
近
い
事
態
で
あ
り
つ
つ
も
、
そ
れ
よ
り
実
現

し
や
す
い
事
態
を
提
示
す
る
と
い
う
構
造
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
構
造

は
、
「
雲
だ
に
も
心
あ
ら
な
も
」
（
６
ａ
）
の
よ
う
に
想
定
不
可
能
で
は

な
い
も
の
の
、
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
同
様
に
し
て
、

「
ノ
ミ
モ
」
や
「
ノ
ミ
ヤ
」
な
ど
も
、
ふ
た
つ
の
は
た
ら
き
が
同
時
に

成
立
す
る
と
い
う
環
境
は
少
な
く
、
そ
れ
故
に
用
例
数
も
少
量
に
留
ま

る
も
の
と
推
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
代
の
「
ダ
ニ
モ
」
は
、

〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
か
ら
〈
最
小
限
度
〉
へ
と
意
味
を
変
化
さ
せ
つ

つ
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
意
味
変
化
を
経
た
「
ダ
ニ
モ
」
は
、
「
ダ
ニ
」

と
同
じ
環
境
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
複
雑
な
使

用
条
件
を
有
す
る
ほ
か
の
「
副
助
詞
＋
係
助
詞
」
に
比
し
て
、
使
用
条

件
の
緩
や
か
な
「
ダ
ニ
モ
」
の
用
例
数
が
増
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
後
者
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
「
ダ
ニ
モ
」
と
「
ダ

ニ
」
が
と
も
に
〈
最
小
限
度
〉
と
し
て
等
し
く
は
た
ら
く
の
で
あ
れ
ば
、

和
歌
に
お
い
て
音
節
数
が
不
足
し
た
場
合
に
、
「
ダ
ニ
」
を
「
ダ
ニ
モ
」
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「
ダ
ニ
モ
」
が
受
容
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
示
し
た
。

近
・
現
代
日
本
語
の
助
詞
モ
の
中
心
は
、
「
事
情
の
類
す
る
他
物
と

相
合
せ
て
之
を
提
示
す
る
」（
松
下
（
一
九
二
八
）
：
六
〇
〇
頁
）
と
い
う

「
合
説
」
の
機
能
と
さ
れ
る
。
こ
の
機
能
は
、
上
代
日
本
語
の
助
詞
モ

に
も
当
然
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
上
代
に
は
「
見
れ

ば
悲
し
も
」（
万
葉
一
・
二
九
）
の
よ
う
な
〈
詠
嘆
〉
や
〈
感
動
〉
な
ど

と
解
さ
れ
る
用
法
も
あ
る
。
こ
の
両
者
を
如
何
に
結
び
つ
け
る
か
と
い

う
問
題
は
、
古
代
語
の
助
詞
モ
研
究
に
お
け
る
も
っ
と
も
大
き
な
問
題

の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
と
い
う
承
接
に
注
目

す
る
こ
と
で
、
そ
の
問
題
に
対
し
て
、
〈
詠
嘆
〉
か
ら
〈
極
端
〉
、
そ
し

て
〈
最
小
限
度
〉
へ
と
い
う
ひ
と
つ
の
道
筋
を
提
示
し
た
。

 

［
用
例
出
典
］ 

用
例
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
で
「
上
代
」
・
「
中
古
」
と
し
て
用
例
数
を

示
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
資
料
を
集
計
の
対
象
と
し
た
。
な
お
、
用
例
の
検
索

に
は
、
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
二
）
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
（

）
を
適
宜
使
用
し
た
。 

上
代…

『
万
葉
集
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
）
、
『
古

事
記
』
歌
謡
・
『
日
本
書
紀
』
歌
謡
・
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
・
『
風
土
記
』
歌

謡
・
『
仏
足
石
歌
』
（
以
上
『
日
本
古
典
文
学
大
系

古
代
歌
謡
集
』
（
岩
波
書
店
）

に
よ
る
）
、
『
続
日
本
紀
』
宣
命
（
北
川
和
秀

編

『
続
日
本
紀
宣
命

校
本
・

総
索
引
』
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
）
、
『
延
喜
式
』
祝
詞
（
沖
森
卓
也

編

『
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本

延
喜
式
祝
詞
総
索
引
』
（
汲
古
書
院
）
に
よ
る
） 

＊
『
記
紀
』
歌
謡
・
『
万
葉
集
』
中
の
重
出
歌
、
『
日
本
書
紀
』
の
訓
字
表
記

の
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
用
例
と
し
て
認
め
た
。

＊
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
読
添
え
の
例
も
用
例
と
し
て
認
め
た
。

中
古…

『
竹
取
物
語
』
・
『
古
今
和
歌
集
』
・
『
伊
勢
物
語
』
・
『
土
佐
日
記
』
・
『
大
和

物
語
』
・
『
平
中
物
語
』
・
『
蜻
蛉
日
記
』
・
『
落
窪
物
語
』
・
『
枕
草
子
』
・
『
源
氏
物

語
』
・
『
和
泉
式
部
日
記
』
・
『
紫
式
部
日
記
』
・
『
堤
中
納
言
物
語
』
・
『
更
級
日

記
』
・
『
大
鏡
』
・
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
（
以
上
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小

学
館
）
に
よ
る
）
、
『
後
撰
和
歌
集
』
・
『
拾
遺
和
歌
集
』
・
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
・

『
金
葉
和
歌
集
』
・
『
詞
花
和
歌
集
』
・
『
千
載
和
歌
集
』
（
以
上
『
二
十
一
代
集

（
正
保
版
本
）
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
に
よ
る
）

集
計
の
対
象
外
で
は
あ
る
が
、
本
文
中
に
引
用
し
た
資
料
を
つ
ぎ
に
示
す
。 

『
法
華
義
疏
（
長
保
四
年
点
）
』
（
中
田
祝
夫
『
改
訂
版 

古
点
本
の
国
語
学
的

研
究 

訳
文
篇
』
（
勉
誠
社
）
に
よ
る
）
、
『
和
泉
式
部
集
』
（
『
新
編
国
歌
大
観
』

（
角
川
書
店
）
に
よ
る
）
、
『
海
道
記
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学

館
）
に
よ
る
） 

 

［
参
考
文
献
］ 

伊
藤
博
ほ
か
（
一
九
八
三‐

）
『
万
葉
集
全
注
』
有
斐
閣 

大
野

晋
（
一
九
九
三
）
『
係
り
結
び
の
研
究
』
岩
波
書
店 

岡
崎

正
継
（
一
九
九
六
）
『
国
語
助
詞
論
攷
』
お
う
ふ
う 

加
納
協
三
郎
（
一
九
三
八
）
「
『
だ
に
』
『
す
ら
』
の
用
法
上
の
差
異
に
就
て
」
『
国

語
と
国
文
学
』
（
一
五
・
六
）
、
四
九‐

六
四
頁 

衣
畑

智
秀
（
二
〇
〇
五
）
「
副
助
詞
ダ
ニ
の
意
味
と
構
造
と
そ
の
変
化―

上
 

で
代
替
し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
う
る
（
１
９
）
。
一
例
を
挙
げ

る
と
、
（

ａ
・
ｂ
）
で
は
、
三
音
節
の
「
コ
ヨ
ヒ
」
に
は
「
ダ
ニ
」

を
後
接
さ
せ
て
、
二
音
節
の
「
ケ
フ
」
に
は
「
ダ
ニ
モ
」
を
後
接
さ
せ

る
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
五
音
句
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

（

）
ａ

夕
占
に
も
占
に
も
告
れ
る
今
夜
だ
に

今
夜
谷

来
ま
さ
ぬ

君
を
何
時
と
か
待
た
む

（
万
葉
十
一
・
二
六
一
三
）

ｂ

…
…

鹿
子
じ
も
の

た
だ
ひ
と
り
し
て

朝
戸
出
の

か

な
し
き
我
が
子

あ
ら
た
ま
の

年
の
緒
長
く

相
見
ず

は

恋
し
く
あ
る
べ
し

今
日
だ
に
も

今
日
太
尓
母

言
問
ひ
せ
む
と…

…

（
万
葉
二
十
・
四
四
〇
八
）

ま
た
、
中
古
の
用
例
に
目
を
移
し
て
も
、
音
節
数
の
制
限
と
「
ダ
ニ

モ
」
の
使
用
率
と
の
間
に
は
相
関
が
見
出
さ
れ
る
。

（

）
ａ

身
は
捨
て
つ
心
を
だ
に
も
は
ふ
ら
さ
じ
つ
ひ
に
は
い
か
が

な
る
と
知
る
べ
く

（
古
今
・
一
〇
六
四
）

ｂ

例
の
心
入
れ
て
騒
ぎ
た
ま
は
ん
を
語
ら
ひ
取
り
て
、
わ
が

思
ひ
し
や
う
に
、
や
す
か
ら
ず
と
だ
に
も
思
は
せ
た
て
ま

つ
ら
ん

（
源
氏
・
蜻
蛉
）

中
古
に
お
い
て
は
、
和
歌
の
み
な
ら
ず
、
地
の
文
や
会
話
文
に
も

「
ダ
ニ
モ
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
使
用
傾
向
に
は
偏
り
が
あ
る
。

本
稿
の
中
古
に
お
け
る
調
査
対
象
資
料
に
は
「
ダ
ニ
」
が
一
三
一
九
例

認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
ダ
ニ
モ
」
は
九
七
例
に
過
ぎ
な
い
。
た

だ
し
、
用
例
を
和
歌
に
か
ぎ
る
と
、
「
ダ
ニ
」
四
〇
一
例
の
う
ち
「
ダ

ニ
モ
」
は
七
七
例
と
な
り
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
使
用
が
和
歌
に
集
中
し
て

い
る
様
相
が
看
取
で
き
よ
う
。

な
お
、
中
古
の
地
の
文
や
会
話
文
で
「
ダ
ニ
モ
」
の
使
用
が
少
な
い

要
因
と
し
て
は
、
「
ダ
ニ
」
の
用
法
の
拡
張
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
か
く
よ
き
顔
だ
に
、
さ
て
ま
じ
れ
ら
む
は
見
苦
し
か
る
べ
か
り

け
り
」（
４
ｃ
）
の
よ
う
な
、
〈
極
限
〉
の
用
法
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ

り
、
「
ダ
ニ
モ
」
が
無
条
件
に
〈
最
小
限
度
〉
と
解
さ
れ
る
環
境
が
失

わ
れ
、
結
果
と
し
て
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
用
例
数
が
減
少
し
た
も
の
と
推

さ
れ
る
。 

 

四

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
述
部
の
類
型
に

よ
る
整
理
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
は
た
ら
き
を
検
討
し
た
。
そ
し

て
、
一
部
の
希
望
表
現
と
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
に
は
、
〈
最
小
限
度

＋
詠
嘆
〉
と
い
う
は
た
ら
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、

副
助
詞
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
、
否
定
表
現
と

共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
に
お
い
て
、
〈
最
小
限
度
＋
詠
嘆
〉
か
ら
〈
最

小
限
度
〉
へ
の
転
換
が
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
転
換
が
生
じ
た
の
ち
、
助
詞
モ
を
〈
詠
嘆
〉

由
来
の
〈
極
端
〉
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
命
令
文
内
な
ど
の
環
境
下

で
は
、
意
味
が
〈
最
小
限
度
〉
に
変
化
し
た
「
ダ
ニ
モ
」
が
受
容
さ
れ

が
た
く
、
対
照
的
に
、
助
詞
モ
が
〈
最
小
限
度
〉
に
解
さ
れ
る
意
志
・

推
量
文
内
な
ど
の
環
境
下
で
は
、
意
味
が
〈
最
小
限
度
〉
に
変
化
し
た
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「
ダ
ニ
モ
」
が
受
容
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
示
し
た
。

近
・
現
代
日
本
語
の
助
詞
モ
の
中
心
は
、
「
事
情
の
類
す
る
他
物
と

相
合
せ
て
之
を
提
示
す
る
」（
松
下
（
一
九
二
八
）
：
六
〇
〇
頁
）
と
い
う

「
合
説
」
の
機
能
と
さ
れ
る
。
こ
の
機
能
は
、
上
代
日
本
語
の
助
詞
モ

に
も
当
然
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
上
代
に
は
「
見
れ

ば
悲
し
も
」（
万
葉
一
・
二
九
）
の
よ
う
な
〈
詠
嘆
〉
や
〈
感
動
〉
な
ど

と
解
さ
れ
る
用
法
も
あ
る
。
こ
の
両
者
を
如
何
に
結
び
つ
け
る
か
と
い

う
問
題
は
、
古
代
語
の
助
詞
モ
研
究
に
お
け
る
も
っ
と
も
大
き
な
問
題

の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
「
ダ
ニ
モ
」
と
い
う
承
接
に
注
目

す
る
こ
と
で
、
そ
の
問
題
に
対
し
て
、
〈
詠
嘆
〉
か
ら
〈
極
端
〉
、
そ
し

て
〈
最
小
限
度
〉
へ
と
い
う
ひ
と
つ
の
道
筋
を
提
示
し
た
。

 

［
用
例
出
典
］ 

用
例
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
で
「
上
代
」
・
「
中
古
」
と
し
て
用
例
数
を

示
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
資
料
を
集
計
の
対
象
と
し
た
。
な
お
、
用
例
の
検
索

に
は
、
国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
二
）
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
（

）
を
適
宜
使
用
し
た
。 

上
代…

『
万
葉
集
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
）
、
『
古

事
記
』
歌
謡
・
『
日
本
書
紀
』
歌
謡
・
『
続
日
本
紀
』
歌
謡
・
『
風
土
記
』
歌

謡
・
『
仏
足
石
歌
』
（
以
上
『
日
本
古
典
文
学
大
系

古
代
歌
謡
集
』
（
岩
波
書
店
）

に
よ
る
）
、
『
続
日
本
紀
』
宣
命
（
北
川
和
秀

編

『
続
日
本
紀
宣
命

校
本
・

総
索
引
』
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
）
、
『
延
喜
式
』
祝
詞
（
沖
森
卓
也

編

『
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本

延
喜
式
祝
詞
総
索
引
』
（
汲
古
書
院
）
に
よ
る
） 

＊
『
記
紀
』
歌
謡
・
『
万
葉
集
』
中
の
重
出
歌
、
『
日
本
書
紀
』
の
訓
字
表
記

の
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
用
例
と
し
て
認
め
た
。

＊
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
読
添
え
の
例
も
用
例
と
し
て
認
め
た
。

中
古…

『
竹
取
物
語
』
・
『
古
今
和
歌
集
』
・
『
伊
勢
物
語
』
・
『
土
佐
日
記
』
・
『
大
和

物
語
』
・
『
平
中
物
語
』
・
『
蜻
蛉
日
記
』
・
『
落
窪
物
語
』
・
『
枕
草
子
』
・
『
源
氏
物

語
』
・
『
和
泉
式
部
日
記
』
・
『
紫
式
部
日
記
』
・
『
堤
中
納
言
物
語
』
・
『
更
級
日

記
』
・
『
大
鏡
』
・
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
（
以
上
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小

学
館
）
に
よ
る
）
、
『
後
撰
和
歌
集
』
・
『
拾
遺
和
歌
集
』
・
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
・

『
金
葉
和
歌
集
』
・
『
詞
花
和
歌
集
』
・
『
千
載
和
歌
集
』
（
以
上
『
二
十
一
代
集

（
正
保
版
本
）
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
に
よ
る
）

集
計
の
対
象
外
で
は
あ
る
が
、
本
文
中
に
引
用
し
た
資
料
を
つ
ぎ
に
示
す
。 

『
法
華
義
疏
（
長
保
四
年
点
）
』
（
中
田
祝
夫
『
改
訂
版 

古
点
本
の
国
語
学
的

研
究 

訳
文
篇
』
（
勉
誠
社
）
に
よ
る
）
、
『
和
泉
式
部
集
』
（
『
新
編
国
歌
大
観
』

（
角
川
書
店
）
に
よ
る
）
、
『
海
道
記
』
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学

館
）
に
よ
る
） 

 

［
参
考
文
献
］ 

伊
藤
博
ほ
か
（
一
九
八
三‐

）
『
万
葉
集
全
注
』
有
斐
閣 

大
野

晋
（
一
九
九
三
）
『
係
り
結
び
の
研
究
』
岩
波
書
店 

岡
崎

正
継
（
一
九
九
六
）
『
国
語
助
詞
論
攷
』
お
う
ふ
う 

加
納
協
三
郎
（
一
九
三
八
）
「
『
だ
に
』
『
す
ら
』
の
用
法
上
の
差
異
に
就
て
」
『
国

語
と
国
文
学
』
（
一
五
・
六
）
、
四
九‐

六
四
頁 

衣
畑

智
秀
（
二
〇
〇
五
）
「
副
助
詞
ダ
ニ
の
意
味
と
構
造
と
そ
の
変
化―

上
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［
注
］ 

 

（
１
）

一
般
に
「
ダ
ニ
モ
は
係
助
詞
モ
が
つ
い
て
い
る
だ
け
ダ
ニ
を
い
つ
そ
う
強

調
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
よ
り
ダ
ニ
と
平
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」
（
鶴
（
一

九
七
〇
）
：
九
一
頁
、
傍
線
は
原
著
者
に
よ
る
）
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
お
り
、

小
柳
（
二
〇
一
九
）
で
は
や
や
詳
し
く
「
複
数
的
な
『
も
』
と
『
反
限
定
』
『
極

端
』
『
反
極
端
』
『
類
似
』
、
単
数
的
な
『
は
』
と
『
限
定
』
は
、
意
味
が
親
和
的

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
承
接
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
副
助
詞
に
後

接
し
た
『
も
』
『
は
』
は
、
前
に
あ
る
副
助
詞
の
意
味
を
よ
り
明
確
に
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
る
」
（
五
二
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
同
種
の
指
摘
と
し
て
は
、
『
日

本
語
文
法
大
辞
典
』
の
「
だ
に
も
」
（
野
村
剛
史
氏
執
筆
）
が
「
『
も
』
は
基
準
と

な
る
事
態
か
ら
見
れ
ば
、
事
態
の
成
立
す
る
対
象
の
範
囲
を
拡
大
す
る
働
き
を
持

つ
か
ら
、
『
だ
に
』
の
最
低
限
を
表
す
働
き
を
よ
り
強
調
す
る
」
（
四
四
九
頁
）
と

す
る
ほ
か
、
『
古
典
語
現
代
語

助
詞
助
動
詞
詳
説
』
の
「
だ
に―

副
助
詞
〈
古
典

語
〉
」
（
長
谷
川
清
喜
氏
執
筆
）
も
、
「
ダ
ニ
」
の
意
味
を
期
待
・
待
望
の
最
低
線

と
し
た
う
え
で
、
「
『
だ
に
』
が
『
だ
に
も、
』
の
形
で
現
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
そ
の

『
も、
』
も
、
こ
の
控、
え
め
、
、
の
現
わ
れ
と
み
う
る
」
（
五
三
七
頁
、
圏
点
は
原
著
者

に
よ
る
）
と
す
る
。

（
２
）

此
島
（
一
九
七
三
）
が
「
『
だ
に
』
が
『
も
』
に
比
べ
て
、
そ
れ
に
包
ま
れ

る
故
に
陳
述
性
が
弱
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
わ
け
で
あ
る
」
（
二
三
三
頁
）
と

指
摘
し
た
ほ
か
、
森
野
（
一
九
九
八
）
も
「
『
だ
に
』
と
似
て
は
い
て
も
、
こ
の

用
法
の
『
も
』
が
『
だ
に
』
と
全
く
同
じ
機
能
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
中
略
）
相
互
承
接
が
常
に
『
だ
に
も
』
に
な
る
点
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の

大
き
な
違
い
は
、
や
は
り
『
も
』
の
方
が
表
現
主
体
の
主
観
の
直
接
的
な
表
現
、

 

即
ち
主
体
的
表
現
と
し
て
は
た
ら
く
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
（
六
六
頁
）

と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
承
接
の
順
序
を
意
味
の
差
異
の
根
拠
と
し
て
お

り
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。

（
３
）

森
野
（
一
九
九
八
）
も
、
「
現
代
語
な
ら
ば
ま
ず
考
え
に
く
い
『
の
み
も
』

と
い
う
承
接
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
『
も
』
が
〈
含
蓄
〉
で
は
な
く
、
『
の

み
』
に
よ
っ
て
限
定
の
加
え
ら
れ
た
対
象
を
『…

…

だ
け
で
も
』
の
意
で
譲
歩
的

に
と
り
た
て
て
い
る
か
ら
だ
と
分
析
で
き
る
」
（
六
七
頁
）
と
す
る
。
な
お
、
「
ノ

ミ
モ
」
の
九
例
の
う
ち
、
三
組
六
例
は
「
音
（
言
）
の
み
も
名
の
み
も
」
と
い
う

形
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
例
に
お
け
る
「
モ
」
の
は
た
ら
き
は
、
〈
最
小
限

度
〉
で
な
く
〈
並
列
〉
と
も
解
し
う
る
。

（
４
）

述
部
の
類
型
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
加
納
（
一
九
三
八
）
に
よ
っ

て
、
『
万
葉
集
』
中
の
「
ダ
ニ
」
を
承
け
る
述
部
が
、
「
意
志
」
・
「
命
令
」
・
「
願

望
・
欲
求
」
・
「
疑
問
」
・
「
否
定
」
・
「
条
件
句
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。
こ
の
観
点
に
よ
る
分
類
に
倣
う
研
究
は
、
『
古
典
語
現
代
語

助
詞
助
動

詞
詳
説
』
の
「
だ
に―

副
助
詞
〈
古
典
語
〉
」
（
長
谷
川
清
喜
氏
執
筆
）
を
は
じ
め

と
し
て
、
鈴
木
（
二
〇
〇
五
）
や
田
中
（
二
〇
一
四
）
、
衣
畑
（
二
〇
一
九
）
な

ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

（
５
）

助
詞
モ
を
述
部
の
類
型
か
ら
分
類
し
た
研
究
と
し
て
は
、
工
藤
（
一
九
六

三
）
や
𠮷𠮷
田
（
一
九
九
〇
）
、
森
野
（
一
九
九
八
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
６
）

表
１
に
「
そ
の
他
」
と
し
た
用
例
に
は
、
述
部
が
省
略
さ
れ
た
例
（
「
今
だ

に
も
吾
子
よ
今
だ
に
も
吾
子
よ
」
（
紀
・
一
〇
）
）
や
、
歌
意
よ
り
述
部
に
「
ム
」

な
ど
が
補
填
で
き
る
例
（
「
妻
に
言
だ
に
も
告
げ
に
ぞ
来
つ
る
」
（
万
葉
十
・
二
〇

〇
六
）
）
、
そ
し
て
、
述
部
に
「
ト
モ
シ
」
を
と
る
例
（
「
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と

 

代
・
中
古
に
お
け
る―

」
『
日
本
語
文
法
』
（
五
・
一
）
、
一
五
八‐

一
七
五

頁 

—
—

—
—

—

（
二
〇
一
九
）
「
上
代
日
本
語
の
否
定
極
性
表
現―

副
助
詞
ダ
ニ
の

意
味
再
考―

」
澤
田
治
ほ
か

編

『
極
性
表
現
の
構
造
・
意
味
・
機
能
』
開

拓
社
、
三
五
六‐

三
七
九
頁 

工
藤
美
紗
子
（
一
九
六
三
）
「
『
も
』
と
い
う
助
詞
の
意
味
」
『
文
学
』
（
三
一
・
一

二
）
、
九
八‐

一
〇
四
頁 

小
池

俊
希
（
二
〇
二
二
）
「
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
助
詞
モ
の
共
起―

上

代
・
中
古
に
お
け
る
用
例
整
理―
」
『
日
本
語
学
論
集
』
（
一
八
）
、
一‐

一

六
頁 

—
—

—
—

—

（
二
〇
二
三
）
「
上
代
に
お
け
る
希
望
表
現
と
助
詞
モ
の
共
起
」
『
万

葉
』
（
二
三
五
）
、
掲
載
予
定 

此
島

正
年
（
一
九
七
三
）
『
国
語
助
詞
の
研
究

助
詞
史
素
描
』
（
増
訂
版
）
桜

楓
社

小
柳

智
一
（
二
〇
一
五
）
「
副
助
詞
の
形―

『
だ
に
』
『
さ
へ
』
『
す
ら
』
の
場

合―

」
国
語
語
彙
史
研
究
会

編

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
（
三
四
）
和
泉

書
院
、
三
七‐

五
四
頁 

—
—

—
—

—

（
二
〇
一
九
）
「
日
本
語
の
と
り
た
て
表
現
の
歴
史
」
野
田
尚
史

編

『
日
本
語
と
世
界
の
言
語
の
と
り
た
て
表
現
』
く
ろ
し
お
出
版
、
四
一

‐

五
八
頁 

上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会

編

（
一
九
六
七
）
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』

三
省
堂

鈴
木
ひ
と
み
（
二
〇
〇
五
）
「
副
助
詞
サ
エ
（
サ
ヘ
）
の
用
法
と
そ
の
変
遷―

ダ

ニ
と
の
関
連
に
お
い
て―

」
『
日
本
語
学
論
集
』
（
一
）
、
三
三‐

五
四
頁

田
中

敏
生
（
二
〇
一
四
）
「
『
万
葉
集
』
の
副
助
詞
ダ
ニ―

上
代
に
お
け
る
〈
相

対
的
軽
少
性
〉
の
意
義
の
確
認―

」
『
四
国
大
学
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学
編
』

（
四
二
）
、
一
三
五‐

一
六
一
頁 

鶴

久
（
一
九
七
〇
）
「
係
助
詞 

だ
に
・
す
ら
・
さ
へ 

〈
さ
え
〉
〈
し
か
〉

〈
で
も
〉
」
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
（
三
五
・
一
三
）
、
九
〇‐

九
七
頁 

中
田
祝
夫
・
竹
岡
正
夫
（
一
九
六
〇
）
『
あ
ゆ
ひ
抄
新
注
』
風
間
書
房 

野
村

剛
史
（
二
〇
〇
一
）
「
ヤ
に
よ
る
係
り
結
び
の
展
開
」
『
国
語
国
文
』
（
七

〇
・
一
）
、
一‐

三
四
頁 

松
下
大
三
郎
（
一
九
二
八
）
『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
紀
元
社 

松
村
明

編

（
一
九
六
九
）
『
古
典
語
現
代
語

助
詞
助
動
詞
詳
説
』
学
燈
社

向
井

克
年
（
二
〇
一
二
）
「
万
葉
集
に
お
け
る
副
助
詞
『
だ
に
』
の
意
味
変
化

―

『
す
ら
』
と
の
相
補
的
な
関
係
か
ら―

」
『
福
岡
大
学 

日
本
語
日
本
文
学
』

（
二
二
）
、
一‐

一
三
頁 

茂
木

俊
伸
（
一
九
九
九
）
「
と
り
た
て
詞
『
ま
で
』
『
さ
え
』
に
つ
い
て―

否
定

と
の
関
わ
り
か
ら―

」
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
（
二
八
）
、
二
七‐

三
六
頁 

森
野

崇
（
一
九
九
八
）
「
奈
良
時
代
の
係
助
詞
『
も
』
に
関
す
る
考
察
」
『
二

松
学
舎
大
学
論
集
』
（
四
一
）
、
四
七‐

六
九
頁 

山
口
明
穂
・
秋
本
守
英

編

（
二
〇
〇
一
）
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院

𠮷𠮷
田

茂
晃
（
一
九
九
〇
）
「
万
葉
集
に
お
け
る
助
詞
『
も
』
の
文
中
用
法
」
『
島

大
国
文
』
（
一
九
）
、
一
五‐

三
三
頁 
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［
注
］ 

 
（
１
）

一
般
に
「
ダ
ニ
モ
は
係
助
詞
モ
が
つ
い
て
い
る
だ
け
ダ
ニ
を
い
つ
そ
う
強

調
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
よ
り
ダ
ニ
と
平
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」
（
鶴
（
一

九
七
〇
）
：
九
一
頁
、
傍
線
は
原
著
者
に
よ
る
）
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
お
り
、

小
柳
（
二
〇
一
九
）
で
は
や
や
詳
し
く
「
複
数
的
な
『
も
』
と
『
反
限
定
』
『
極

端
』
『
反
極
端
』
『
類
似
』
、
単
数
的
な
『
は
』
と
『
限
定
』
は
、
意
味
が
親
和
的

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
承
接
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
副
助
詞
に
後

接
し
た
『
も
』
『
は
』
は
、
前
に
あ
る
副
助
詞
の
意
味
を
よ
り
明
確
に
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
る
」
（
五
二
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
同
種
の
指
摘
と
し
て
は
、
『
日

本
語
文
法
大
辞
典
』
の
「
だ
に
も
」
（
野
村
剛
史
氏
執
筆
）
が
「
『
も
』
は
基
準
と

な
る
事
態
か
ら
見
れ
ば
、
事
態
の
成
立
す
る
対
象
の
範
囲
を
拡
大
す
る
働
き
を
持

つ
か
ら
、
『
だ
に
』
の
最
低
限
を
表
す
働
き
を
よ
り
強
調
す
る
」
（
四
四
九
頁
）
と

す
る
ほ
か
、
『
古
典
語
現
代
語

助
詞
助
動
詞
詳
説
』
の
「
だ
に―

副
助
詞
〈
古
典

語
〉
」
（
長
谷
川
清
喜
氏
執
筆
）
も
、
「
ダ
ニ
」
の
意
味
を
期
待
・
待
望
の
最
低
線

と
し
た
う
え
で
、
「
『
だ
に
』
が
『
だ
に
も、
』
の
形
で
現
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
そ
の

『
も、
』
も
、
こ
の
控、
え
め
、
、
の
現
わ
れ
と
み
う
る
」
（
五
三
七
頁
、
圏
点
は
原
著
者

に
よ
る
）
と
す
る
。

（
２
）

此
島
（
一
九
七
三
）
が
「
『
だ
に
』
が
『
も
』
に
比
べ
て
、
そ
れ
に
包
ま
れ

る
故
に
陳
述
性
が
弱
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
わ
け
で
あ
る
」
（
二
三
三
頁
）
と

指
摘
し
た
ほ
か
、
森
野
（
一
九
九
八
）
も
「
『
だ
に
』
と
似
て
は
い
て
も
、
こ
の

用
法
の
『
も
』
が
『
だ
に
』
と
全
く
同
じ
機
能
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
中
略
）
相
互
承
接
が
常
に
『
だ
に
も
』
に
な
る
点
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の

大
き
な
違
い
は
、
や
は
り
『
も
』
の
方
が
表
現
主
体
の
主
観
の
直
接
的
な
表
現
、

 

即
ち
主
体
的
表
現
と
し
て
は
た
ら
く
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
（
六
六
頁
）

と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
承
接
の
順
序
を
意
味
の
差
異
の
根
拠
と
し
て
お

り
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。

（
３
）

森
野
（
一
九
九
八
）
も
、
「
現
代
語
な
ら
ば
ま
ず
考
え
に
く
い
『
の
み
も
』

と
い
う
承
接
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
『
も
』
が
〈
含
蓄
〉
で
は
な
く
、
『
の

み
』
に
よ
っ
て
限
定
の
加
え
ら
れ
た
対
象
を
『…

…

だ
け
で
も
』
の
意
で
譲
歩
的

に
と
り
た
て
て
い
る
か
ら
だ
と
分
析
で
き
る
」
（
六
七
頁
）
と
す
る
。
な
お
、
「
ノ

ミ
モ
」
の
九
例
の
う
ち
、
三
組
六
例
は
「
音
（
言
）
の
み
も
名
の
み
も
」
と
い
う

形
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
例
に
お
け
る
「
モ
」
の
は
た
ら
き
は
、
〈
最
小
限

度
〉
で
な
く
〈
並
列
〉
と
も
解
し
う
る
。

（
４
）

述
部
の
類
型
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
加
納
（
一
九
三
八
）
に
よ
っ

て
、
『
万
葉
集
』
中
の
「
ダ
ニ
」
を
承
け
る
述
部
が
、
「
意
志
」
・
「
命
令
」
・
「
願

望
・
欲
求
」
・
「
疑
問
」
・
「
否
定
」
・
「
条
件
句
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。
こ
の
観
点
に
よ
る
分
類
に
倣
う
研
究
は
、
『
古
典
語
現
代
語

助
詞
助
動

詞
詳
説
』
の
「
だ
に―

副
助
詞
〈
古
典
語
〉
」
（
長
谷
川
清
喜
氏
執
筆
）
を
は
じ
め

と
し
て
、
鈴
木
（
二
〇
〇
五
）
や
田
中
（
二
〇
一
四
）
、
衣
畑
（
二
〇
一
九
）
な

ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

（
５
）

助
詞
モ
を
述
部
の
類
型
か
ら
分
類
し
た
研
究
と
し
て
は
、
工
藤
（
一
九
六

三
）
や
𠮷𠮷
田
（
一
九
九
〇
）
、
森
野
（
一
九
九
八
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
６
）

表
１
に
「
そ
の
他
」
と
し
た
用
例
に
は
、
述
部
が
省
略
さ
れ
た
例
（
「
今
だ

に
も
吾
子
よ
今
だ
に
も
吾
子
よ
」
（
紀
・
一
〇
）
）
や
、
歌
意
よ
り
述
部
に
「
ム
」

な
ど
が
補
填
で
き
る
例
（
「
妻
に
言
だ
に
も
告
げ
に
ぞ
来
つ
る
」
（
万
葉
十
・
二
〇

〇
六
）
）
、
そ
し
て
、
述
部
に
「
ト
モ
シ
」
を
と
る
例
（
「
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
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（
１
６
）

強
い
て
、
極
大
を
表
す
副
詞
が
前
接
す
る
例
を
挙
げ
る
と
、
「
つ
ば
ら
に

も
見
つ
つ
行
か
む
を
し
ば
し
ば
も
見
放
け
む
山
を
」
（
万
葉
一
・
一
七
）
く
ら
い

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
例
も
接
続
助
詞
ヲ
を
伴
っ
て
逆
接
句
を
形
成
し
て
い
る
。

逆
接
句
に
は
、
「
来
む
と
言
ふ
も
来
ぬ
時
あ
る
を
」
（
万
葉
四
・
五
二
七
）
の
よ

う
に
、
し
ば
し
ば
助
詞
モ
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
右
の
例
も
、
逆
接
句
の
類
型
に

含
め
て
考
え
る
べ
き
用
例
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
７
）

上
代
に
お
い
て
「
モ
」
に
前
接
可
能
な
副
助
詞
は
、
「
ダ
ニ
」
・
「
ノ

ミ
」
・
「
ス
ラ
」
・
「
サ
ヘ
」
・
「
マ
デ
」
の
五
種
で
あ
る
が
、
「
ダ
ニ
」
が
九
七
例
中

三
六
例
「
モ
」
を
伴
う
の
に
対
し
て
（
「
カ
ク
ダ
ニ
モ
」
を
含
む
）
、
「
ノ
ミ
」
は

二
一
七
例
中
九
例
で
あ
り
、
「
ス
ラ
」
・
「
サ
ヘ
」
・
「
マ
デ
」
に
至
っ
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
三
〇
例
中
二
例
、
六
七
例
中
一
例
、
二
〇
六
例
中
二
例
に
留
ま
る
。
な
お
、

「
シ
」
を
副
助
詞
と
見
れ
ば
、
「
シ
モ
」
も
「
副
助
詞
＋
モ
」
の
例
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
。

（
１
８
）

「
不
望
予
想
」
は
、
野
村
（
二
〇
〇
一
）
に
よ
る
「
ヤ
」
の
用
法
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
「
実
現
可
能
性
の
高
い
し
か
し
望
ま
ざ
る
事
態
」
（
二
三
頁
）
に
対

す
る
「
否
定
的
な
意
志
」
（
同
頁
）
を
述
べ
る
用
法
と
さ
れ
る
。

（
１
９
）

本
稿
に
お
け
る
調
査
対
象
資
料
の
う
ち
、
『
続
日
本
紀
』
宣
命
と
『
延
喜

式
』
祝
詞
に
は
「
ダ
ニ
」
の
用
例
が
存
さ
な
い
た
め
、
上
代
の
「
ダ
ニ
」
の
用
例

は
す
べ
て
和
歌
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

 

［
付
記
］ 

本
稿
は
、JSPS

科
研
費JP21J20336

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 

 

（
こ
い
け

と
し
き

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

博
士
課
程
二
年
・ 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
） 

 

 
も
し
」
（
万
葉
四
・
四
八
九
）
な
ど
）
が
あ
る
。
な
お
、
述
部
に
「
ト
モ
シ
」
を

と
る
例
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
（
一
九
九
六
）
や
衣
畑
（
二
〇
一
九
）
に
よ
っ
て
、

〈
最
小
限
度
〉
か
ら
解
釈
可
能
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）

「
か
く
だ
に
も
我
は
祈
ひ
な
む
」
（
万
葉
三
・
三
七
九
）
な
ど
、
「
カ
ク
ダ

ニ
モ
」
と
い
う
形
は
、
「
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
」
く
ら
い
の
意
に
解
さ
れ
、
「
ダ
ニ
」

の
な
か
で
は
例
外
的
な
用
法
と
さ
れ
る
（
岡
崎
（
一
九
九
六
）
・
衣
畑
（
二
〇
一

九
）
な
ど
）
。
「
カ
ク
ダ
ニ
モ
」
が
例
外
的
と
な
る
原
因
に
つ
い
て
は
、
向
井
（
二

〇
一
二
）
や
小
柳
（
二
〇
一
五
）
の
論
考
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ほ
か
の
用

例
と
は
別
に
扱
う
べ
き
と
考
え
、
計
五
例
を
表
１
の
集
計
か
ら
除
い
て
い
る
。

（
８
）

「
日
だ
に
も
逢
は
せ

日
谷
毛
相
為

」
（
万
葉
十
一
・
二
七
六
〇
）
は
、
旧

訓
「
ヒ
ダ
ニ
モ
ア
ハ
ム
」
で
、
新
点
本
に
は
「
日
谷
毛
相
将
」
と
あ
る
。
現
行
の

テ
キ
ス
ト
の
「
為
」
字
は
、
次
点
本
系
統
の
本
文
に
よ
る
。

（
９
）

た
だ
し
、
「
ナ
」
は
実
現
可
能
性
の
高
い
事
態
を
提
示
す
る
希
望
表
現
で
あ

り
、
共
起
す
る
「
ダ
ニ
モ
」
の
「
モ
」
に
〈
詠
嘆
〉
性
を
認
め
が
た
い
。
二
例
と

も
に
「
今
だ
に
も…

…

行
か
な
」
の
形
で
あ
り
、
「
ダ
ニ
」
と
「
モ
」
と
の
熟
合

が
進
ん
だ
の
ち
に
、
音
節
数
の
制
約
な
ど
か
ら
、
「
ダ
ニ
モ
」
の
形
が
選
択
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１
０
）

が
否
定
の
ス
コ
ー
プ
、

が
「
ダ
ニ
」
の
ス
コ
ー
プ

（
焦
点
句
）
、

が
動
詞
句
を
表
す
。

（
１
１
）

森
野
（
一
九
九
八
）
に
お
い
て
は
、
意
味
的
な
観
点
よ
り
、
〈
詠
嘆
〉
か

ら
極
端
な
程
度
を
表
す
〈
意
外
〉
、
そ
し
て
〈
最
低
・
最
小
限
度
の
と
り
た
て
〉

と
い
う
順
の
派
生
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
実
現
し
が
た
い
事
態
に
対
す
る
不

満
感
や
嘆
き
と
い
っ
た
情
意
を
表
出
す
る
〈
詠
嘆
〉
か
ら
〈
極
限
〉
の
用
法
が
派

 

生
し
、
さ
ら
に
、
助
詞
モ
と
否
定
の
ス
コ
ー
プ
の
関
係
か
ら
〈
最
小
限
度
〉
へ
と

展
開
す
る
と
し
た
本
稿
の
想
定
と
軌
を
一
に
し
て
い
よ
う
。

（
１
２
）

な
お
、
「
我
妹
子
が
下
に
も
着
よ
と
贈
り
た
る
衣
の
紐
を
我
解
か
め
や
も
」

（
万
葉
十
五
・
三
五
八
五
）
を
、
「
せ
め
て
下
着
に
着
て
く
だ
さ
い
」
（
『
全
注
』

（
十
五
）
（
吉
井
巌
氏
執
筆
）
：
三
八
頁
）
の
よ
う
に
、
〈
最
小
限
度
〉
と
解
す
る

立
場
も
あ
る
。
た
だ
し
、
直
前
の
「
下
に
を
着
ま
せ
」
（
万
葉
十
五
・
三
五
八
四
）

か
ら
は
〈
詠
嘆
〉
性
が
看
取
さ
れ
る
ほ
か
、
「
白
た
へ
の
我
が
下
衣
失
は
ず
持
て

れ
我
が
背
子
」
（
万
葉
十
五
・
三
七
五
一
）
や
「
下
紐
に
結
ひ
付
け
持
ち
て
止
ま

ず
偲
は
せ
」
（
万
葉
十
五
・
三
七
六
六
）
な
ど
、
当
時
の
文
化
的
背
景
か
ら
も
、

む
し
ろ
「
下
に
着
る
」
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
１
３
）

「
人
妻
に
我
も
交
は
ら
む
我
が
妻
に
人
も
言
問
へ
」
（
万
葉
九
・
一
七
五

九
）
な
ど
、
望
ま
し
さ
や
実
現
可
能
性
の
尺
度
を
持
た
な
い
、
単
な
る
〈
並
列
〉

や
〈
含
蓄
〉
の
例
も
存
す
る
。

（
１
４
）

大
野
（
一
九
九
三
）
や
森
野
（
一
九
九
八
）
な
ど
で
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、

小
池
（
二
〇
二
二
）
に
お
い
て
も
、
意
志
・
推
量
文
中
の
助
詞
モ
の
中
心
的
用
法

が
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
〈
最
小
限
度
〉
か
ら
〈
並
列
〉
・
〈
含
蓄
〉
へ
と
移

行
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
１
５
）

た
と
え
ば
、
否
定
表
現
で
あ
れ
ば
、
「
し
ば
し
ば
も
降
ら
ぬ
雪
そ
」
（
万

葉
十
九
・
四
二
二
七
）
、
「
し
ま
し
く
も
止
む
時
も
な
く
」
（
万
葉
十
二
・
二
九
二

一
）
の
よ
う
に
、
助
詞
モ
が
両
者
を
承
け
る
。
な
お
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
副
詞
に

か
ぎ
っ
て
検
討
し
て
い
る
が
、
𠮷𠮷
田
（
一
九
九
〇
）
で
は
、
「
量
・
程
度
表
現
」

と
い
う
類
型
内
で
、
数
量
詞
や
追
加
量
を
も
含
め
て
、
助
詞
モ
に
前
接
す
る
要
素

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
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（
１
６
）

強
い
て
、
極
大
を
表
す
副
詞
が
前
接
す
る
例
を
挙
げ
る
と
、
「
つ
ば
ら
に

も
見
つ
つ
行
か
む
を
し
ば
し
ば
も
見
放
け
む
山
を
」
（
万
葉
一
・
一
七
）
く
ら
い

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
例
も
接
続
助
詞
ヲ
を
伴
っ
て
逆
接
句
を
形
成
し
て
い
る
。

逆
接
句
に
は
、
「
来
む
と
言
ふ
も
来
ぬ
時
あ
る
を
」
（
万
葉
四
・
五
二
七
）
の
よ

う
に
、
し
ば
し
ば
助
詞
モ
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
右
の
例
も
、
逆
接
句
の
類
型
に

含
め
て
考
え
る
べ
き
用
例
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
７
）

上
代
に
お
い
て
「
モ
」
に
前
接
可
能
な
副
助
詞
は
、
「
ダ
ニ
」
・
「
ノ

ミ
」
・
「
ス
ラ
」
・
「
サ
ヘ
」
・
「
マ
デ
」
の
五
種
で
あ
る
が
、
「
ダ
ニ
」
が
九
七
例
中

三
六
例
「
モ
」
を
伴
う
の
に
対
し
て
（
「
カ
ク
ダ
ニ
モ
」
を
含
む
）
、
「
ノ
ミ
」
は

二
一
七
例
中
九
例
で
あ
り
、
「
ス
ラ
」
・
「
サ
ヘ
」
・
「
マ
デ
」
に
至
っ
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
三
〇
例
中
二
例
、
六
七
例
中
一
例
、
二
〇
六
例
中
二
例
に
留
ま
る
。
な
お
、

「
シ
」
を
副
助
詞
と
見
れ
ば
、
「
シ
モ
」
も
「
副
助
詞
＋
モ
」
の
例
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
。

（
１
８
）

「
不
望
予
想
」
は
、
野
村
（
二
〇
〇
一
）
に
よ
る
「
ヤ
」
の
用
法
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
「
実
現
可
能
性
の
高
い
し
か
し
望
ま
ざ
る
事
態
」
（
二
三
頁
）
に
対

す
る
「
否
定
的
な
意
志
」
（
同
頁
）
を
述
べ
る
用
法
と
さ
れ
る
。

（
１
９
）

本
稿
に
お
け
る
調
査
対
象
資
料
の
う
ち
、
『
続
日
本
紀
』
宣
命
と
『
延
喜

式
』
祝
詞
に
は
「
ダ
ニ
」
の
用
例
が
存
さ
な
い
た
め
、
上
代
の
「
ダ
ニ
」
の
用
例

は
す
べ
て
和
歌
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

 

［
付
記
］ 

本
稿
は
、JSPS

科
研
費JP21J20336

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 

 

（
こ
い
け

と
し
き

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

博
士
課
程
二
年
・ 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
） 
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